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普化宗成立に関する考察 　（宋力）

普
化
宗
成
立
に
関
す
る
考
察

―
―
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
を
手
が
か
り
に

宋　

力

（
一
）
は
じ
め
に

普
化
宗
は
日
本
禅
宗
の
独
自
な
一
派
で
あ
る
が
、
そ
の
修
行
方
法
は
坐
禅
や
念
仏
、
経
行
な
ど
の
伝
統
的
な
修
行
に
代

え
て
尺
八
を
吹
奏
す
る
「
吹
禅
」
を
特
徴
と
す
る
。「
吹
禅
」
と
い
う
修
行
法
は
鎌
倉
時
代
の
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
心
地
覚

心
（
一
二
〇
七
―
一
二
九
八
）
が
、
南
宋
へ
渡
っ
て
仏
法
を
求
め
た
際
に
学
び
、
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

中
世
期
に
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
「
薦
僧
（
こ
も
そ
う
）」
は
、
後
世
に
「
虚
無
僧
」
と
総
称
さ
れ
る
尺
八
托
鉢
者
の

前
史
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。1

彼
ら
は
諸
国
を
行
脚
し
つ
つ
遊
行
の
生
活
を
送
り
、
雨
露
を
し
の
ぐ
た
め
に
菰
を

持
ち
歩
い
た
と
説
明
さ
れ
る
。2

生
業
と
し
て
の
尺
八
吹
奏
を
基
盤
に
、
路
上
・
門
前
に
お
け
る
勧
進
や
托
鉢
を
行
う
点
で
、

広
義
の
漂
泊
的
芸
能
者
・
乞
食
者
の
範
疇
に
属
し
つ
つ
も
、
行
脚
・
修
行
・
法
脈
と
い
っ
た
仏
教
的
語
彙
や
身
分
表
象
を
ま

1　

井
出
幸
男
「
中
世
尺
八
追
考
―
―
伝
後
醍
醐
天
皇
御
賜
の
尺
八
を
中
心
に
―
―
」『
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
（
人
文
科
学
編
）』
四
一

（
一
九
九
二
年
）
一—

一
〇
頁
。
中
世
段
階
の
職
能
表
象
と
し
て
の
「
こ
も
僧
」
に
つ
い
て
は
、「
三
十
二
番
職
人
歌
合
」（
塙
保
己
一
編

『
群
書
類
従
』
第
十
八
輯
〔
経
済
雑
誌
社
、
明
治
三
十
五
〔
一
九
〇
二
〕
年
翻
刻
〕
五
十
七
・
六
十
一
頁
）
も
参
照
。

2　

井
之
口
章
次
「
虚
無
僧
」『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』
第
二
版
（
東
京
：
小
学
館
、
一
九
九
四
年
；
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ

（
サ
ン
プ
ル
項
目
））〔「
雨
露
を
し
の
ぐ
た
め
に
菰
を
持
ち
歩
い
た
」〕。
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と
い
、
宗
教
実
践
と
芸
能
実
践
の
境
界
領
域
に
成
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。3

す
な
わ
ち
、
薦
僧
は
単
な
る
演

奏
者
で
は
な
く
、
布
施
の
獲
得
を
媒
介
と
し
て
「
修
行
者
」
と
し
て
の
自
己
像
を
も
構
築
し
う
る
、
仏
教
色
を
帯
び
た
托
鉢

芸
能
者
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。4

近
世
初
頭
に
入
る
と
、
こ
う
し
た
尺
八
托
鉢
者
は
次
第
に
集
団
化
し
、
自
己
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
言
説
の
編
成
を
強
め

て
ゆ
く
。5

そ
の
過
程
で
、「
虚
無
僧
」
と
い
う
名
称
が
広
く
流
通
し
、
さ
ら
に
彼
ら
を
包
含
す
る
宗
門
的
枠
組
み
と
し
て

「
普
化
宗
」
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。6

と
り
わ
け
十
七
世
紀
に
は
、
諸
寺
院
組
織
と
の
関
係
の
形
成
や
、
一
定
の
規
範
・

由
緒
の
整
備
を
通
じ
て
、
虚
無
僧
集
団
が
制
度
的
輪
郭
を
帯
び
て
い
っ
た
。7

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
直
ち
に
「
普
化
宗
」

を
、
近
世
の
初
期
段
階
か
ら
一
貫
し
た
自
立
的
宗
派
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
尺

八
托
鉢
者
の
集
団
が
、
い
か
な
る
契
機
と
制
度
的
条
件
の
も
と
で
「
普
化
宗
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
宗
教
団
体
と
し
て
の

自
己
規
定
を
確
立
し
、
外
部
（
寺
院
社
会
・
領
主
権
力
・
世
俗
社
会
）
に
対
し
て
そ
れ
を
有
効
に
作
動
さ
せ
う
る
段
階
へ
移
行
し

た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。8

換
言
す
れ
ば
、
彼
ら
は
い
っ
た
い
い
つ
頃
か
ら
、「
普
化
宗
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
宗
教
団
体
と
し
て
成
立
し
、
自
他

3　

保
坂
裕
興
「
十
七
世
紀
に
お
け
る
虚
無
僧
の
生
成
―
―
ぼ
ろ
ぼ
ろ
・
薦
僧
と
の
異
同
と
「
乞
う
」
行
為
の
あ
り
方
―
―
」
塚
田
孝
・

吉
田
伸
之
・
脇
田
修
編
『
身
分
的
周
縁
』（
京
都
：
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九
四
年
）
一
六
一
―
二
一
六
頁
。

4　

保
坂
前
掲
論
文
（
注
3
）
参
照
（
と
く
に
「
乞
う
」
行
為
・
托
鉢
を
め
ぐ
る
自
己
規
定
／
周
縁
的
宗
教
者
像
の
議
論
）。

5　

保
坂
裕
興
「
虚
無
僧
―
―
普
化
宗
は
ど
の
よ
う
に
解
体
し
た
―
―
」
高
埜
利
彦
編
『
民
間
に
生
き
る
宗
教
者
』（
シ
リ
ー
ズ
近
世
の
身

分
的
周
縁
１
、
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
九
七
―
二
三
四
頁
。

6　
『
国
史
大
辞
典
』
一
二
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
一
〇
八
―
一
〇
九
頁
「
普
化
宗
」
福
島
邦
夫
執
筆
。

7　

石
井
良
助
編
『
江
戸
町
方
の
制
度
』
増
補
新
訂
（
東
京
：
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
五
年
）
三
五
二
―
三
七
二
頁
（
普
化
宗
関
係
の
触

書
・
規
律
類
を
収
録
）。

8　

保
坂
前
掲
論
文
（
注
5
）
参
照
（
保
坂
氏
は
「
普
化
宗
」
を
近
世
初
期
か
ら
一
貫
し
た
自
立
宗
派
と
し
て
前
提
し
な
い
立
場
で
あ
り
、
制

度
条
件
と
対
外
的
作
動
と
い
う
問
題
設
定
を
し
て
い
る
）。
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と
も
に
そ
の
組
織
的
実
体
を
認
知
し
う
る
段
階
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
初
期
段
階
の
実
態
に
つ
い
て
は
、「
高
野
山
文
書
」
所
収
の
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
に
関
連
す
る
記
載
が
見
出
さ
れ

る
。
以
下
に
、
同
史
料
の
叙
述
を
手
が
か
り
と
し
て
、
本
文
を
逐
次
に
読
み
解
き
つ
つ
、
そ
の
内
容
と
含
意
を
検
討
し
て
ゆ

き
た
い
。

（
二
）
文
献
の
解
題

一
、「
高
野
山
文
書
」

「
高
野
山
文
書
」
と
は
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
お
よ
び
山
内
の
諸
塔
頭
に
伝
来
し
た
古
文
書
群
の
総
称
で
あ
り
、
中
世
寺
院

の
運
営
・
経
済
基
盤
（
荘
園
・
寺
領
）
と
、
そ
の
宗
教
実
践
を
支
え
た
制
度
的
条
件
を
復
元
す
る
う
え
で
、
第
一
級
の
史
料

群
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。9

と
り
わ
け
中
核
を
な
す
の
が
、「
宝
簡
集
」・「
続
宝
簡
集
」・「
又
続
宝
簡
集
」
と
総
称
さ
れ
る
文
書
群
で
、「
宝
簡
集
」

五
十
四
巻
六
九
二
通
、「
続
宝
簡
集
」
七
十
七
巻
（
六
帖
）
八
三
一
通
、「
又
続
宝
簡
集
」
一
六
七
巻
（
九
帖
）
一
九
七
九
通
か

ら
成
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
御
影
堂
宝
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
た
古
文
書
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
近
世
に
選
び
出
し
、
巻

子
・
帖
と
し
て
成
巻
（
成
帖
）
し
た
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。10

9　
「
高
野
山
文
書
」『
世
界
大
百
科
事
典
』（
旧
版
、
平
凡
社
、
一
九
五
五
―
一
九
五
九
年
）
項
目
「
高
野
山
文
書
」。

10　

文
化
庁
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
国
宝
「
又
続
宝
簡
集
」（
員
数
：
一
六
七
巻
・
九
冊
、
所
有
者
：
宗
教
法
人
金
剛
峯
寺
）

（https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/201/829

）。
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
（bunka.nii.ac.jp

）
国
宝
「
続
宝
簡
集
」（
員

数
：
七
十
七
巻
・
六
冊
、
所
有
者
：
宗
教
法
人
金
剛
峯
寺
）（https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/201/828

）。
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内
容
面
で
は
、
寺
領
（
荘
園
）
関
係
文
書
が
多
数
を
占
め
、
官
省
符
・
寄
進
状
・
願
文
・
解
状
・
売
券
な
ど
、
発
給
主
体

も
形
式
も
多
様
で
あ
る
た
め
、
荘
園
制
・
寺
院
社
会
の
み
な
ら
ず
、
古
文
書
学
（
書
式
・
文
言
・
作
成
実
務
）
の
観
点
か
ら
も

格
好
の
材
料
を
提
供
す
る
。
さ
ら
に
、
著
名
人
の
自
筆
書
状
等
を
含
む
稀
覯
史
料
を
内
包
す
る
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。11

第
九
巻
は
、
中
世
期
に
お
け
る
高
野
山
領
荘
園
に
関
わ
る
史
料
を
比
較
的
多
く
収
録
す
る
巻
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
の
な
か
に
は
、「
興
国
寺
文
書
」
な
ら
び
に
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

二
、「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
の
概
要

「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
は
、
和
歌
山
県
日
高
郡
由
良
町
興
国
寺
に
所
蔵
す
る
文
書
で
あ
り
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
と
い

う
年
紀
を
有
す
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
は
、
大
き
く
分
け
て
、
端
書
、
問
答
体
の
本
文
、
補
足
的
叙
述
（
歌
・
譬
喩
・
虚
無
僧
所
屬
組
織
の
地

名
列
挙
等
）
と
い
う
三
層
か
ら
成
る
。

ま
ず
冒
頭
部
に
は
、
異
筆
の
端
書
と
し
て
「
法
燈
国
師
帰
朝
之
節
連
来
四
居
士
…
…
」
と
い
う
形
で
、
法
燈
国
師
（
覚

心
）
の
帰
朝
と
「
四
居
士
」
を
め
ぐ
る
由
緒
が
簡
略
に
記
さ
れ
、
当
該
集
団
の
起
源
を
高
僧
の
渡
宋
・
帰
朝
説
話
へ
接
続
す

る
枠
取
み
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
き
、
別
の
端
書
と
し
て
「
海
道
本
則
紀
伊
国
由
良
ヨ
リ
出
」12

が
置
か
れ
、
文
書

の
伝
来
・
出
所
を
示
唆
す
る
情
報
が
付
加
さ
れ
る
。   

11　

小
山
靖
憲
「
高
野
山
文
書
」
平
凡
社
編
『
改
訂
新
版 

世
界
大
百
科
事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
。

12　
『
高
野
山
文
書
（
十
二
巻
ノ
内
）』
第
九
巻
「
旧
高
野
山
領
内
文
書
（
一
）」、
高
野
山
文
書
刊
行
会
、
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
、

二
六
一
頁
。
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つ
い
で
中
核
を
な
す
本
文
は
、
全
体
と
し
て
問
答
の
形
式
で
展
開
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
薦
僧
は
何
処

か
ら
来
た
の
か
」
と
い
っ
た
問
い
を
起
点
と
し
て
、
薦
僧
の
持
物
・
装
束
・
所
作
を
一
つ
ず
つ
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仏

教
的
象
徴
解
釈
を
付
与
す
る
と
い
う
叙
述
が
続
く
。
例
え
ば
、
笠
は
「
天
蓋
」、
肩
に
掛
け
る
布
は
神
仏
具
に
比
せ
ら
れ
、

背
負
う
薦
や
袋
・
縄
・
網
等
も
、
地
水
火
風
空
や
「
有
無
」
と
い
っ
た
教
理
語
彙
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
尺

八
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
節
・
孔
・
切
口
等
の
形
態
要
素
を
胎
蔵
界
・
金
剛
界
や
「
三
身
一
体
」
等
の
密
教
教
理
に
連
関

さ
せ
る
説
明
が
付
さ
れ
、
持
物
全
体
を
宗
教
的
記
号
体
系
と
し
て
再
編
成
す
る
構
え
が
明
瞭
で
あ
る
。 

末
尾
部
に
は
、
問
答
の
連
鎖
か
ら
や
や
離
れ
て
、
譬
喩
的
叙
述
や
地
名
・
関
所
へ
の
言
及
、
さ
ら
に
歌
に
云
う
と
し
て

歌
謡
的
表
現
が
挿
入
さ
れ
る
な
ど
、
テ
ク
ス
ト
の
調
子
が
変
化
す
る
段
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
問
答
体
で
提
示
さ
れ
た

象
徴
解
釈
を
、
語
り
・
こ
と
ば
（
歌
）・
地
理
表
象
へ
と
拡
張
し
つ
つ
、
薦
僧
の
存
在
を
「
古
く
も
な
く
、
今
も
な
し
」
な

ど
の
逆
説
的
表
現
に
よ
っ
て
特
異
化
す
る
機
能
を
担
う
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
編
者
が
付
し
た
表
題
は
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
と
さ
れ
る
一
方
、
本
文
中
の
主
要
呼
称
は
「
薦
僧
」
で
あ
り
、

「
虚
無
僧
」
と
い
う
語
が
本
文
に
は
見
え
な
い
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
近
世
初
期
に
お
け
る
呼
称
の
揺

れ
を
示
す
。

三
、
暮
露
と
は

日
本
仏
教
史
の
研
究
文
脈
に
お
い
て
「
暮
露
」
は
、
字
義
ど
お
り
の
「
夕
暮
れ
の
露
」
を
指
す
語
と
し
て
で
は
な
く
、
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主
と
し
て
当
て
字
と
し
て
理
解
さ
れ
、
通
例
「
ぼ
ろ
」
と
読
ま
れ
る
。13

こ
こ
で
い
う
「
ぼ
ろ
」
は
、
語
感
・
用
法
の
上
で

は
「
襤
褸
（
ぼ
ろ
）」（
破
衣
・
破
布
）
に
近
接
し
、
転
じ
て
、
破
衣
を
ま
と
い
、
遊
行
し
つ
つ
托
鉢
・
乞
食
を
行
う
者
を
指
示

す
る
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。14

し
た
が
っ
て
「
暮
露
」
は
、
破
れ
衣
を
指
す
表
現
で
あ
る
と
同
時
に
、
当
該
の
生

活
形
態
・
身
分
表
象
（
遊
行
・
門
付
・
托
鉢
）
を
含
み
込
む
社
会
史
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ま
た
「
暮
露
」
は
、
後
世
に
制
度
化
さ
れ
る
虚
無
僧
の
前
史
的
段
階
を
示
す
呼
称
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。15

と

り
わ
け
そ
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
を
跡
づ
け
る
う
え
で
、
最
も
早
い
段
階
の
言
及
例
と
し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
が
『
徒
然

草
』
で
あ
り
、
同
書
に
描
か
れ
る
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
像
は
、
宗
教
的
実
践
の
外
形
を
ま
と
い
つ
つ
も
闘
諍
や
我
執
を
露
呈
さ
せ

る
周
縁
者
の
姿
を
通
じ
て
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
暮
露
の
受
容
と
評
価
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

宿
河
原
と
い
ふ
所
に
て
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
多
く
集
ま
り
て
、
九
品
の
念
仏
を
申
し
け
る
に
、
外(

ほ
か)

よ
り
入
り
来
た
る
ぼ
ろ

ぼ
ろ
の
、
「
も
し
、
こ
の
御
中
に
、
い
ろ
お
し
房
と
申
す
ぼ
ろ
や
お
は
し
ま
す
」
と
尋
ね
け
れ
ば
、
そ
の
中
よ
り
、
「
い
ろ
を
し
、

こ
こ
に
候
ふ
。
か
く
の
た
ま
ふ
は
誰
」
と
答
ふ
れ
ば
、
「
し
ら
梵
字
と
申
す
者
な
り
。
お
の
れ
が
師
、
な
に
が
し
と
申
し
し
人
、

東
国
に
て
、
い
ろ
を
し
と
申
す
ぼ
ろ
に
殺
さ
れ
け
り
と
承
り
し
か
ば
、
「
そ
の
人
に
会
ひ
奉
り
て
、
恨
み
申
さ
ば
や
」
と
思
ひ

て
、
尋
ね
申
す
な
り
と
い
ふ
。

い
ろ
を
し
、
「
ゆ
ゆ
し
く
も
尋
ね
お
は
し
た
り
。
さ
る
こ
と
侍
り
き
。
こ
こ
に
て
対
面
し
奉
ら
ば
、
道
場
を
け
が
し
侍
る
べ

し
。
前
の
河
原
へ
参
り
合
は
ん
。
あ
な
か
し
こ
、
脇
さ
し
た
ち
、
い
づ
か
た
を
も
み
つ
ぎ
給
ふ
な
。
あ
ま
た
の
わ
づ
ら
ひ
に
な

13　
「
梵
論
」『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
。

14　
「
襤
褸
」『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
小
学
館
。

15　

保
坂
裕
興
「
十
七
世
紀
に
お
け
る
虚
無
僧
の
生
成
―
―
ぼ
ろ
ぼ
ろ
・
薦
僧
と
の
異
同
と
『
乞
う
』
行
為
の
あ
り
方
―
―
」
塚
田
孝
・

吉
田
伸
之
・
脇
田
修
編
『
身
分
的
周
縁
』
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九
四
年
。
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ら
ば
、
仏
事
の
妨
げ
に
侍
る
べ
し
」
と
言
ひ
定
め
て
、
二
人
、
河
原
へ
出
で
合
ひ
て
、
心
行
く
ば
か
り
に
貫
き
合
ひ
て
、
と
も

に
死
に
に
け
り
。

ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
い
ふ
者
、
昔
は
な
か
り
け
る
に
や
。
近
き
世
に
、
「
ぼ
ろ
ん
じ
」、
「
梵
字
」、
「
漢
字
」
な
ど
い
ひ
け
る
者
、
そ

の
始
め
な
り
け
る
と
か
や
。

世
を
捨
て
た
る
に
似
て
、
我
執
深
く
、
仏
道
を
願
ふ
に
似
て
、
闘
諍
を
こ
と
と
す
。
放
逸
無
慙(

は
う
い
つ
む
ざ
ん)

の
あ

り
さ
ま
な
れ
ど
も
、
死
を
軽
く
し
て
、
少
し
も
な
づ
ま
ざ
る
か
た
の
、
い
さ
ぎ
よ
く
思
え
て
、
人
の
語
り
し
ま
ま
に
書
き
付
け

侍
る
な
り
。16

『
徒
然
草
』
は
、
日
本
中
世
を
代
表
す
る
随
筆
文
学
の
一
つ
で
あ
り
、
吉
田
兼
好
撰
と
さ
れ
、
成
立
は
十
四
世
紀
前
半
に

比
定
さ
れ
る
。
作
品
全
体
は
「
徒
然
な
る
ま
ま
に
」
と
い
う
閑
居
随
想
の
基
調
の
も
と
、
短
章
の
連
な
り
に
よ
っ
て
、
見

聞
・
読
書
所
感
・
世
態
人
情
、
な
ら
び
に
無
常
観
を
多
面
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。

『
徒
然
草
』
が
成
立
し
た
後
醍
醐
天
皇
期
は
、
南
北
朝
分
裂
へ
向
か
う
政
治
的
動
揺
の
さ
な
か
に
あ
た
り
、
暮
露
の
出
現

も
概
ね
こ
の
時
期
前
後
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
作
中
に
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
い
ふ
者
、
昔
は
な
か
り
け
る
に
や
」17

と
見
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
兼
好
の
時
代
に
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
新
出
の
社
会
的
類
型
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
。
さ
ら
に
同
段
で
は
、
師
弟
関
係
を
前
提
と
し
つ
つ
師
の
仇
討
を
物
語
の
中
核
に
据
え
、
二
人
の
暮
露
が
道
場

を
汚
す
こ
と
を
避
け
て
河
原
へ
場
所
を
移
し
、
介
入
や
助
勢
を
拒
ん
だ
う
え
で
相
刺
し
違
え
て
、
し
か
も
「
少
し
も
な
づ
ま

16　

吉
田
兼
好
『
徒
然
草
』
第
百
十
五
段
、
佐
竹
昭
広
・
久
保
田
淳
校
注
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
39
）、
岩
波
書

店
、
一
九
八
九
年
。

17　

吉
田
兼
好
『
徒
然
草
』
佐
竹
昭
広
・
久
保
田
淳
校
注
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
39
）、
東
京
：
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
、
第
百
十
五
段
。
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ざ
る
」
潔
い
死
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
点
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
暮
露
は
仏
徒
と
し
て
描
か
れ
る
一
方
、
そ
の
社
会
的
出
自
は
必
ず
し

も
純
粋
な
僧
侶
層
に
限
定
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
動
乱
期
に
周
縁
へ
押
し
出
さ
れ
た
武
家
層
（
敗
残
の
武
士
・
浪
人
等
）
を
含
み
う

る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。18

後
世
、
虚
無
僧
が
「
勇
士
浪
人
の
一
時
的
な
隠
れ
蓑
」19

と
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
う
し
た
社
会
的
機
能
は
、
暮
露
が
言
及
さ
れ
る
段
階
か
ら
す
で
に
現
実
に
お
い
て
作
動
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
に
、
こ
の
段
階
の
暮
露
が
尺
八
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
文
献
上
の
確
証
は
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
暮
露
と
尺
八
が
直
接
結
び
つ
か
な
い
と
し
て
も
、
尺
八
そ
の
も
の
が
当
時
の
上
層
文
化
圏
に
存
在
し
て
い

た
こ
と
ま
で
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
古
代
・
中
古
以
来
の
管
絃
文
化
を
伝
え
る
文
献
（
宮
廷
的
雅
楽
・
遊
興

の
場
面
描
写
等
）
に
は
尺
八
へ
の
言
及
が
認
め
ら
れ
、
た
と
え
ば
『
源
氏
物
語
』
に
も
管
絃
の
場
面
を
め
ぐ
る
記
述
が
見
出

さ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
箇
所
を
引
く
。

…
…
例
の
御
遊
び
な
ら
ず
、
大
篳
篥
、
尺
八
の
笛
な
ど
の
大
声
を
吹
き
上
げ
つ
つ
…
…20

時
代
が
下
っ
て
、
後
白
河
天
皇
の
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
正
月
に
は
、
左
近
将
曹
清
原
助
種
の
子
が
、
内
裏
に
お
い
て

古
譜
に
拠
り
尺
八
を
吹
奏
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

18　

花
田
伸
久
「
虚
無
僧
の
天
蓋
」『
哲
學
年
報
』
55
、
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
九
六
年
。

19　

岡
田
冨
士
雄
『
虚
無
僧
の
謎
―
―
吹
禅
の
心
』（『
慶
長
掟
書
』
を
引
用
す
る
部
分
）
秋
田
文
化
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。

20　

紫
式
部
『
源
氏
物
語
』
巻
六
「
末
摘
花
」、
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男 

校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

二
〇 

源
氏
物
語
（
一
）』
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。
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保
元
三
年
正
月
廿
三
日
内
裏
ニ
左
近
將
曹
清
原
助
種
カ
子
ニ
テ
侍
リ
ケ
ル
者
、
仰
ヲ
承
テ
古
譜
ヲ
モ
吹
タ
リ
ケ
ル
、
メ
ツ
ラ

シ
カ
リ
ケ
ル
事
ナ
リ21

保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
正
月
二
十
三
日
、
内
裏
に
お
い
て
左
近
将
曹
清
原
助
種
の
子
と
し
て
近
侍
し
て
い
た
者
が
、
仰
せ

を
承
り
、
古
譜
を
も
吹
奏
し
た
と
い
う
。
ま
こ
と
に
稀
有
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
、
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
征
西
将
軍
宮
懐
良
親
王
が
尺
八
に
堪
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
、『
芳

野
拾
遺
物
語
』
に
見
え
る
。

巻
第
三　

第
二
十　

つ
く
し
の
御
子
尺
八
を
好
ま
せ
給
ふ
事

つ
く
し
の
宮
の
、
御
年
も
ゆ
か
せ
給
は
ざ
る
御
時
、
尺
八
を
め
し
、
天
性
妙
を
得
さ
せ
給
ふ
。22

巻
第
三
・
第
二
十　

つ
く
し
の
御
子
が
尺
八
を
嗜
ま
れ
た
こ
と

つ
く
し
の
宮
は
、
御
年
い
ま
だ
進
ま
れ
ぬ
折
に
尺
八
を
召
さ
れ
、
天
性
に
し
て
妙
を
得
さ
せ
給
う
。

21　

豊
原
統
秋
（
著
）・
正
宗
敦
夫
（
校
訂
）『
體
源
鈔
』（『
日
本
古
典
全
集
』
第
一
―
三
）
東
京
：
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
九
三
年
。

22　

国
史
研
究
会
編
『
国
史
叢
書
〔
第
二
十
〕』（
所
収
「
芳
野
拾
遺
物
語
（
吉
野
拾
遺
）」）
東
京
：
国
史
研
究
会
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）

年
。
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以
上
を
総
合
す
れ
ば
、『
徒
然
草
』
の
時
代
に
は
、
尺
八
が
貴
族
社
会
に
お
い
て
確
か
に
愛
好
さ
れ
・
流
行
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
他
方
で
、
発
生
初
期
の
暮
露
集
団
に
お
い
て
は
、
尺
八
が
な
お
そ
の
実
践
構
造
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
当
該
集
団
は
後
に
尺
八
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
虚
妄
僧
」
と
称
さ
れ
、

さ
ら
に
普
化
の
風
儀
を
摂
取
し
て
、
禅
宗
の
一
派
で
あ
る
か
の
ご
と
き
外
形
を
帯
び
つ
つ
「
虚
無
僧
」
へ
と
展
開
し
て
い
っ

た
。23四

、
薦
僧
と
は

「
薦
僧
（
こ
も
そ
う
）」
と
は
、
主
と
し
て
尺
八
を
携
え
て
諸
国
を
遊
行
し
、
門
前
や
路
傍
に
立
っ
て
吹
奏
し
つ
つ
施
し
を

乞
う
有
髪
の
托
鉢
者
を
指
す
語
で
あ
る
。
そ
の
名
称
は
、
身
辺
に
「
薦
」
―
―
菰
草
を
編
ん
だ
敷
物
―
―
を
携
行
す
る
点
に

由
来
す
る
と
一
般
に
説
明
さ
れ
る
。24

薦
は
旅
中
の
坐
臥
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
雨
露
を
し
の
ぐ
覆
い
と
し

て
も
機
能
し
え
た
。25

こ
の
種
の
尺
八
吹
奏
托
鉢
者
の
姿
が
図
像
と
し
て
確
認
で
き
る
早
期
の
例
と
し
て
、
中
世
末
期
成
立
の
絵
巻
『
三
十
二

番
職
人
歌
合
』
が
注
目
さ
れ
る
。26『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
は
、
中
世
日
本
（
十
二
～
十
六
世
紀
）
に
展
開
し
た
「
職
人
歌
合
」

23　

花
田
伸
久
「
虚
無
僧
の
天
蓋
（
二
）」『
哲
學
年
報
』
56
（
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
九
七
年
）
二
五
―
七
三
頁
、
特
に
二
六
―
二
九
頁

（『
虚
鐸
伝
記
国
字
解
』
の
理
念
と
「
虚
無
僧
」
称
の
叙
述
）。

24　
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典 

小
項
目
事
典
』「
虚
無
僧
」〔「
尺
八
を
吹
い
て
物
ご
い
を
す
る
僧
」「
薦
（
こ
も
）
僧
…
初
め
は
薦
を

た
ず
さ
え
て
流
浪
す
る
者
の
称
」
等
の
説
明
に
よ
る
〕。

25　

国
立
国
会
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
虚
無
僧
に
つ
い
て
知
り
た
い
。」（
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
作
成
、
二
〇
一
四

年
）〔
回
答
中
に
「
普
化
宗
に
属
す
る
有
髪
の
托
鉢
僧
」
等
の
整
理
が
見
え
る
〕。

26　
『
改
訂
新
版 

世
界
大
百
科
事
典
』（
東
京
：
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
「
三
十
二
番
職
人
歌
合
」。
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群
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
『
三
十
六
歌
仙
絵
巻
』
に
代
表
さ
れ
る

歌
合
絵
巻
の
描
法
・
構
図
を
踏
ま
え
つ
つ
、
十
五
世
紀
末
に
至
っ
て
社
会
的

存
在
感
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
「
職
人
」
を
主
題
と
し
て
、
三
十
二
の
職
種
を

左
右
に
配
し
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
体
裁
は
絵
巻
物
で
あ
り
、
詞
書
と

図
像
に
よ
っ
て
同
時
代
の
職
能
者
像
を
提
示
す
る
点
に
史
料
的
価
値
が
認
め

ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
第
六
番
に
は
「
こ
も
僧
」
の
姿
が
登
場
し
、
尺
八
を
携
え
た

遊
行
者
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
る
点
は
、
薦
僧
像
の
形
成
過
程
を
考
察
す
る

う
え
で
有
用
で
あ
る
。

諸
本
に
よ
り
「
こ
も
僧
」「
薦
僧
」「
虚
妄
僧
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
、
呼

称
・
記
法
に
は
一
定
の
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
。27

し
か
し
、
図
像
に
お
い
て

は
文
字
ど
お
り
「
薦
」
を
巻
い
て
背
後
に
負
う
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の

点
か
ら
、
当
該
人
物
の
身
分
的
性
格
が
漂
泊
者
・
放
浪
者
に
近
い
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
尺
八
吹
奏
の
「
こ
も
僧
／
薦
僧
」
が
、
の
ち
に
近
世
の

「
虚
無
僧
」
へ
と
展
開
し
た
と
い
う
理
解
は
、
江
戸
期
の
諸
文
献
に
お
い
て

も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
。

27　

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
「
虚
無
僧
」
の
項 

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
。

算をき（算置、右）、こも僧（薦僧、左）の歌合――サントリー美術館
（泉武夫『竹を吹く人々――描かれた尺八奏者の歴史と系譜』〈仙台：東北大学出版会、2013 年 3 月〉31 頁）
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た
と
え
ば
、

虚
無
僧
も
ま
た
世
と
と
も
に
そ
の
風
俗
を
か
へ
て
、
今
は
む
か
し
と
い
た
く
異
な
り
。28

以
上
よ
り
、
虚
無
僧
と
い
う
社
会
的
表
象
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
静
態
的
に
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
制
度
的

環
境
や
社
会
的
要
請
の
変
化
に
応
じ
て
、
そ
の
形
態
と
意
味
づ
け
を
漸
次
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

薦
僧
と
い
ふ
者
、
古
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
い
ひ
し
者
也
。29

「
薦
僧
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ぼ
ろ
（
暮
露
）」・「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」、
さ
ら
に
は
「
ぼ
ろ
ん
じ
（
梵
論
師
）」
な
ど
と
称
さ
れ
た
存
在

と
、
社
会
的
実
態
の
上
で
密
接
に
隣
接
し
て
い
た
。

虚
無
僧
、
こ
も
そ
う
と
音
読
す
。
故
に
或
は
菰
僧
と
云
ふ
…

…
あ
る
ひ
は
梵
論
寺
と
も
又
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
も
云
ふ
…30

28　

喜
多
村
信
節
『
嬉
遊
笑
覧
』
下
巻
六
上
「
音
曲
」、（
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
）
四
三
頁
。

29　

伊
勢
貞
丈
、
島
田
勇
雄
『
貞
丈
雑
記
』 

平
凡
社
東
洋
文
庫
、
九
八
―
九
九
頁
、
一
九
八
五
年
。

30　

喜
田
川
守
貞
・
宇
佐
美
英
機
『
近
世
風
俗
志
―
―
守
貞
謾
稿
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
六
―
二
〇
〇
二
年
）
三
一
五
頁
。
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本
史
料
は
、「
虚
無
僧
」
を
明
示
的
に
「
こ
も
そ
う
」
と
読
ま
せ
る
と
同
時
に
、「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
系
の
別
称
を
も
併
記
し

て
列
挙
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、

…
虚
無
僧
修
行
毎
ニ
之
ヲ
吹
…31

以
上
に
よ
り
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
、
尺
八
が
虚
無
僧
の
修
行
と
結
び
つ
く
と
い
う
理
解
が
、
す
で
に
常
識
的
認
識
と

し
て
定
着
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

（
三
）「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
の
読
解

本
文
献
は
問
答
体
で
記
さ
れ
、
ま
ず
問
い
を
立
て
、
つ
い
で
そ
れ
に
対
す
る
答
え
を
示
す
構
成
を
と
る
。

（
１
）
原
文
：
（
端
書
）
（
異
筆
）
「
法
燈
國
師
歸
朝
之
節
連
來
四
居
士
、
國
佐
、
理
正
、
僧
恕
、
寳
伏
、
」(

端
書)

「
海
道
本
則
紀

伊
國
由
良
ョ
リ
出
」

こ
の
端
書
の
叙
述
は
、
近
世
以
降
に
お
け
る
普
化
宗
お
よ
び
虚
無
僧
の
起
源
理
解
を
支
え
る
中
核
的
要
素
で
あ
る
。
す

31　

寺
島
良
安
編
『
和
漢
三
才
図
会
』
上
冊
（
東
京
：
東
京
美
術
、
一
九
七
〇
年
）
二
九
七
頁
。
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な
わ
ち
、
覚
心
（
法
燈
国
師
）
が
入
宋
し
帰
朝
す
る
に
際
し
て
四
居
士
（
宝
伏
・
国
佐
・
理
正
・
僧
恕
）
を
伴
い
、
こ
れ
を
紀
伊

国
由
良
の
興
国
寺
と
結
び
付
け
て
語
る
点
に
、
そ
の
要
諦
が
あ
る
。

し
か
も
当
該
端
書
の
冒
頭
に
は
「
異
筆
」
と
の
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
は
本
文
固
有
の
層

で
は
な
く
、
後
人
が
「
異
筆
」
と
し
て
付
加
し
た
前
置
説
明
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
機
能
は
、
本
文

で
論
ぜ
ら
れ
る
薦
僧
・
暮
露
と
い
っ
た
周
縁
的
僧
群
に
対
し
て
、
承
認
可
能
な
祖
師
系
譜
を
与
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
解
し

う
る
。

ま
た
「
紀
伊
國
由
良
」
は
現
和
歌
山
県
由
良
町
を
指
し
、
覚
心
の
事
蹟
と
の
照
合
か
ら
み
て
、
こ
こ
で
意
図
さ
れ
る
寺

院
は
興
国
寺
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
覚
心
は
同
寺
の
開
山
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
端
書
は
「
法
燈
国
師
帰
朝
―
―
四
居
士
連
来
」
と
い
う
叙
事
に
よ
っ
て
、
本
文
が
扱
う
薦
僧
／

暮
露
と
い
う
周
縁
的
集
団
を
禅
門
の
祖
師
譜
系
へ
接
続
し
、
さ
ら
に
「
紀
伊
国
由
良
よ
り
出
」
と
い
う
句
に
よ
っ
て
、
そ
の

出
自
を
特
定
の
寺
院
（
興
国
寺
）
へ
帰
属
さ
せ
る
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
全
体
の
権
威
性
・
正
統
性
を
補
強
し
よ
う
と
し
た
も

の
と
言
え
る
。

（
2
）
原
文
：
薦
ハ
何
ク
カ
ラ
來
テ
ソ
フ
ソ
、
暗
頭
來
也
、
暗
キ
國
カ
ラ
カ
、
明
頭
來
也
、
明
ナ
ル
國
カ
ラ
歟

 「
暗
頭
來
・
明
頭
來
」
と
い
う
表
現
は
、『
臨
済
録
』
に
見
え
る
普
化
禅
師
の
唱
え
た
禅
偈
に
典
拠
を
有
す
る
。

因
普
化
常
於
街
市
搖
鈴
云
：
「
明
頭
來
明
頭
打
，
暗
頭
來
暗
頭
打
，
四
方
八
面
來
旋
風
打
，
虚
空
來
連
架
打
。
」
師
令
侍
者
去
，

纔
見
如
是
道
，
便
把
住
云
：
「
總
不
與
麼
來
時
如
何
？
」
普
化
托
開
云
：
「
來
日
大
悲
院
裏
有
齋
。
」
侍
者
回
舉
似
師
。
師
云
：
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「
我
從
來
疑
著
這
漢
。
」32

（
現
代
語
訳
）

普
化
は
い
つ
も
人
の
集
ま
る
街
な
か
で
鈴
を
振
り
な
が
ら
、
「
明
る
み
か
ら
な
ら
、
明
る
み
で
や
る
。
暗
が
り
か
ら
な
ら
暗

が
り
で
や
る
。
四
方
八
方
か
ら
な
ら
、
旋
風
で
や
る
。
虚
空
か
ら
な
ら
、
連
架
で
や
る
」
と
歌
っ
て
い
た
。
師
は
侍
者
に
、
そ

の
歌
を
聴
い
た
ら
、
普
化
を
捕
ま
え
て
、
「
そ
れ
以
外
で
な
ら
ど
う
す
る
？
」
と
問
う
よ
う
言
い
含
め
た
。
侍
者
が
言
わ
れ
た

と
お
り
に
す
る
と
、
普
化
は
突
き
放
し
て
、
「
明
日
大
悲
院
で
お
斎
の
ふ
る
ま
い
が
あ
る
！
」
と
言
っ
た
。
侍
者
は
帰
っ
て
き

て
報
告
し
た
。
師
、
「
以
前
か
ら
あ
い
つ
を
た
だ
者
で
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
や
は
り
そ
う
だ
っ
た
。
」33

本
史
料
に
お
け
る
「
明
頭
來
・
暗
頭
來
」
の
理
解
は
き
わ
め
て
素
朴
で
あ
り
、
語
義
を
字
面
ど
お
り
に
受
け
て
、「
明
」

を
明
る
い
所
、「
暗
」
を
暗
い
所
と
し
て
把
握
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
衣
川
賢
次
氏
は
当
該
句
の
性
格
と
語
義
に
つ
い
て
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。

「
明
頭
来
」 

云
々
は
普
化
が
乞
食
の
と
き
に
唱
え
た
い
っ
ぷ
う
変
わ
っ
た
口
上
で
あ
ろ
う
。
「
明
頭
」
は
明
る
み
か
ら
、
正
面

か
ら
。
「
暗
頭
」
は
暗
が
り
か
ら
、
背
後
か
ら
。
「
明
頭
」、
「
暗
頭
」 

の 

「
頭
」 

は
形
容
詞
に
つ
い
て
名
詞
化
す
る
接
尾
辞
（
明

る
い
→
明
る
み
）
。
こ
こ
で
は
場
所
を
表
わ
す
。34

32　

衣
川
賢
次
『
臨
済
録
訳
注
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇
二
三
年
）
九
一
頁
。

33　

衣
川
賢
次
『
臨
済
録
訳
注
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇
二
三
年
）
九
一
頁
。

34　

衣
川
賢
次
『
臨
済
録
訳
注
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇
二
三
年
）
九
二
頁
。
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江
戸
時
代
に
流
布
し
た
『
臨
済
録
』
抄
本
に
は
、
本
句
に
関
す
る
評
唱
・
注
釈
が
散
見
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
と

り
わ
け
「
明
頭
来
明
頭
打
・
暗
頭
来
暗
頭
打
」
に
つ
い
て
明
確
な
解
釈
を
提
示
す
る
抄
本
を
取
り
上
げ
、
そ
の
注
釈
内
容
を

分
析
す
る
。

１
．『
臨
済
録
直
記
』

原
文
：
明
頭
來
ト
ハ
意
子
ヲ
カ
カ
サ
ズ
分
明
ニ
打
ア
ラ
ハ
レ
テ
問
来
ル
ヲ
云
く
、
暗
頭
來
ト
ハ
句
中
ヲ
含
テ
何
ト
モ
意
子
ノ
ハ
カ

リ
難
キ
テ
云
く
、
明
頭
打
暗
頭
打
ト
ハ
分
明
ニ
問
来
ル
ヲ
モ
句
中
ヲ
含
テ
問
来
ル
ヲ
モ
ア
タ
ル
ヲ
幸
ニ
問
不
容
髮
打
テ
ノ
ク
ル
。35

『
臨
済
録
直
記
』
の
趣
旨
は
「
明
頭
来
」
と
は
、
明
る
い
場
所
か
ら
来
る
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
意
旨
（
意
子
）
を

覆
い
隠
さ
ず
、
問
い
を
分
明
に
呈
し
て
来
る
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
来
者
が
自
己
の
問
題
意
識
と
意
図
と
を
、
そ
の
ま

ま
眼
前
に
提
出
す
る
来
り
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
暗
頭
来
」
と
は
、
暗
い
場
所
か
ら
来
る
こ
と
で
は
な
く
、
句
中
に

含
意
を
潜
ま
せ
て
意
旨
の
測
り
が
た
き
問
い
と
し
て
来
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
含
蓄
的
・
婉
曲
的
な
問
い
方
に
よ
っ
て
来
る
こ

と
を
指
す
。
さ
ら
に
「
明
頭
打
・
暗
頭
打
」
と
は
、
分
明
の
問
い
で
あ
れ
含
意
の
問
い
で
あ
れ
、
そ
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も

直
ち
に
応
接
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
と
り
わ
け
「
間
不
容
髪
」
と
表
現
さ
れ
る
即
応
性
―
―
思
量
分
別
の
介
入
を
許
さ
ぬ
当

下
性
―
―
を
強
調
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
打
」
は
、
明
暗
の
辨
析
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
師
家
が
問
い
の
根
拠
を
截

断
す
る
た
め
の
適
切
な
処
置
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

35　

柳
田
聖
山
（
編
）『
臨
済
録
抄
書
集
成
』
上
冊
（『
禅
学
叢
書
唐
代
資
料
編
』
一
〇
）（
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
七
七
頁
。
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２
．『
抄
』

原
文
：
聡
抄
，
明
不
明
，
劈
脊
便
打
，
然
則
是
非
共
打
云
義
也
。
圭
抄
，
此
義
好
，
恁
麼
來
便
打
。
不
恁
麼
來
便
打
，
等
類
也
。

或
抄
，
明
頭
來
也
打
者
，
現
成
底
也
。
洞
家
謂
之
偏
位
也
，
暗
頭
來
也
打
者
，
本
分
也
。
是
正
位
也
。36

（
日
訳
）

聡
抄
は
、
「
明
で
あ
ろ
う
と
不
明
で
あ
ろ
う
と
、
た
だ
ち
に
背
を
打
つ
。
ゆ
え
に
是
非
い
ず
れ
を
も
併
せ
て
打
つ
、
と
い
う

義
で
あ
る
」
と
説
く
。
圭
抄
も
ま
た
こ
の
解
釈
を
肯
定
し
、
「
そ
の
よ
う
に
来
れ
ば
す
ぐ
に
打
ち
、
そ
の
よ
う
で
な
く
来
て
も

す
ぐ
に
打
つ
と
い
う
類
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
或
抄
は
、
「
明
頭
来
に
し
て
打
つ
と
は
現
成
の
境
地
で
あ
り
、
洞
家

（
曹
洞
宗
）
で
は
こ
れ
を
偏
位
と
名
づ
け
る
。
暗
頭
来
に
し
て
打
つ
と
は
本
分
の
境
地
で
あ
り
、
こ
れ
を
正
位
と
い
う
」
と
し

て
、
偏
正
（
偏
位
・
正
位
）
の
枠
組
に
接
続
し
て
説
明
す
る
。

（
1
）「
聡
抄
」
の
趣
旨

「
聡
抄
」
は
「
明
不
明
，
劈
脊
便
打
」
と
い
う
句
を
、
明
白
・
不
明
白
の
い
ず
れ
で
あ
れ
、
ま
ず
「
劈
脊
便
打
」（
直
ち
に

背
を
打
つ
）
と
す
る
趣
旨
と
し
て
解
し
、
そ
の
帰
結
を
「
是
非
共
打
」
―
―
是
非
の
分
別
そ
の
も
の
を
も
併
せ
て
打
破
す
る

―
―
と
要
約
す
る
。
対
象
の
明
暗
（
明
不
明
）
を
判
別
・
評
価
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
打
」
を
も
っ
て
分
別
を
超
越
し
、
思

36　

柳
田
聖
山
（
編
）『
臨
済
録
抄
書
集
成
』
上
冊
（『
禅
学
叢
書
』
一
〇
）（
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
三
〇
四
頁
。
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量
の
介
入
を
遮
断
す
る
応
接
の
働
き
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

（
2
）「
圭
抄
」
の
趣
旨

「
圭
抄
」
は
「
恁
麼
來
便
打
。
不
恁
麼
來
便
打
」
と
い
う
句
を
、
来
者
が
「
恁
麼
」
に
来
る
か
、
あ
る
い
は
「
不
恁
麼
」

に
来
る
か
を
問
わ
ず
、
と
も
に
直
ち
に
打
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
と
し
て
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
問
い
が
分
明
に
提
出

さ
れ
る
場
合
で
あ
れ
、
含
意
を
潜
ま
せ
た
婉
曲
的
な
問
い
と
し
て
提
出
さ
れ
る
場
合
で
あ
れ
、
両
者
は
同
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
属
す
る
も
の
と
し
て
等
価
に
打
破
さ
れ
、
来
者
が
「
明
／
暗
」
と
い
っ
た
相
待
を
足
場
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
立
場
上

の
優
位
を
得
よ
う
と
す
る
余
地
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。

（
3
）「
或
抄
」
の
趣
旨

「
或
抄
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
洞
家
」（
曹
洞
宗
）
の
語
彙
を
直
接
導
入
し
、「
明
頭
来
／
暗
頭
来
」
を
五
位
説
の
偏
正
の
枠
組

へ
と
架
橋
し
て
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
明
頭
来
に
し
て
打
つ
」
こ
と
を
「
現
成
底
」
と
捉
え
、
曹
洞
宗
の
用
語
に
即
し

て
こ
れ
を
「
偏
位
」
と
名
づ
け
る
一
方
、「
暗
頭
来
に
し
て
打
つ
」
こ
と
を
「
本
分
」
と
捉
え
、
こ
れ
を
「
正
位
」
と
位
置

づ
け
る
。
こ
こ
で
は
、
明
暗
の
字
義
的
対
比
は
後
景
化
さ
れ
、
普
化
禅
師
の
語
句
が
「
偏
正
」
と
い
う
教
理
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

へ
と
再
編
さ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
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３
．『
夾
山
抄
』

原
文
：
明
頭
者
出
世
有
功
用
，
有
佛
，
有
眾
生
，
又
是
偏
位
也
。
暗
頭
者
不
出
世
，
無
功
用
，
無
佛
，
無
眾
生
，
又
是
正
位
也
。37

（
日
訳
）

明
頭
と
は
、
出
世
し
て
功
用
（
は
た
ら
き
）
を
具
え
る
位
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
仏
も
衆
生
も
立
て
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
偏
位

に
属
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
暗
頭
と
は
、
出
世
せ
ず
功
用
を
具
え
な
い
位
で
あ
り
、
仏
も
衆
生
も
立
て
ら
れ
ず
、
こ
れ
が
正
位

に
当
た
る
。

『
夾
山
抄
』
は
、『
抄
』
に
お
い
て
曹
洞
宗
の
理
論
枠
組
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
一
歩

進
め
て
「
明
／
暗
」
の
含
意
を
敷
衍
し
て
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
「
明
頭
」（
偏
位
）
は
、
出
世
し
て
功
用
を
有
し
、「
仏
／

衆
生
」
と
い
う
相
待
が
な
お
成
立
し
て
い
る
位
相
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
言
説
化
や
施
設
（
概
念
的

設
定
）
や
運
用
が
可
能
な
次
元
に
お
い
て
現
成
す
る
在
り
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
暗
頭
」（
正
位
）
は
、
不
出
世
で
功

用
を
欠
き
、「
無
仏
無
衆
生
」
と
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
相
待
が
泯
絶
し
た
本
分
の
位
相
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

４
．『
摘
葉
抄
』

37　

柳
田
聖
山
（
編
）『
臨
済
録
抄
書
集
成
』
上
冊
（『
禅
学
叢
書
』
一
〇
）（
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
五
六
九
頁
。
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原
文
：
是
現
成
本
分
，
偏
正
隱
顯
中
出
來
。
普
化
勘
破
，
於
其
上
打
之
（
眼
目
二
十
七
）『
臨
済
宗
要
訣
』
下
曰
：
明
頭
來
暗
頭
來
，

佛
也
殺
祖
也
殺
。38

（
日
訳
）

こ
れ
は
、
現
成
の
本
分
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
偏
正
・
隠
顕
の
分
節
の
う
ち
か
ら
顕
出
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
普
化
禅
師
は

そ
の
問
題
を
勘
破
し
、
ま
さ
に
そ
の
上
に
お
い
て
打
ち
下
ろ
し
た
と
い
う
（
『
人
天
眼
目
』
卷
二
十
七
）
。
ま
た
『
臨
済
宗
要
訣
』

巻
下
に
は
、
「
明
頭
来
、
暗
頭
来
は
、
仏
も
殺
し
祖
も
殺
す
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

「
現
成
本
分
」
が
「
偏
正
隠
顕
」
よ
り
出
づ
る
と
い
う
叙
述
は
、
明
／
暗
（
あ
る
い
は
偏
／
正
・
顕
／
隠
）
を
相
互
に
対
立
す

る
二
項
と
し
て
固
定
す
る
の
で
は
な
く
、
同
一
の
構
造
の
側
面
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
「
普
化
勘

破
、
於
其
上
打
之
」
と
さ
れ
る
の
は
、「
打
」
が
概
念
的
区
分
の
説
明
や
教
理
的
注
解
の
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

師
家
が
そ
の
機
関
を
「
勘
破
」
し
た
う
え
で
、
当
下
に
お
い
て
直
截
に
処
断
す
る
働
き
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
強

調
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
仏
也
殺
、
祖
也
殺
」
と
い
う
句
は
、
こ
の
「
打
」
の
精
神
を
極
限
化
し
、
仏
・
祖
と
い
っ

た
聖
名
す
ら
も
安
住
の
拠
り
所
と
し
て
許
さ
ず
、
い
か
な
る
依
止
を
も
断
つ
べ
き
こ
と
を
示
す
。

江
戸
時
代
に
流
布
し
た
『
臨
済
録
』
抄
本
の
注
釈
は
、
し
ば
し
ば
「
明
／
暗
」
を
字
面
ど
お
り
の
明
処
・
暗
処
と
い
う

空
間
的
対
比
と
し
て
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
疑
問
の
方
式
と
し
て
理
解
し
、「
打
」
を
核
心
と
し
て
当
下
に
お
け

る
截
断
を
強
調
し
、
分
別
思
量
の
介
入
を
許
さ
な
い
方
向
で
読
解
を
展
開
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
は
、
当
該
句
を
「
偏
正
」

38　

柳
田
聖
山
（
編
）『
臨
済
録
抄
書
集
成
』
下
冊
（『
禅
学
叢
書
』
一
〇
）（
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
一
二
一
八
頁
。
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等
の
教
理
的
枠
組
へ
架
橋
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
多
く
、
宗
門
的
再
編
お
よ
び
訓
誡
的
解
釈
の
傾
向
を
色
濃
く
帯
び
て
い

る
。こ

れ
に
対
し
、
現
代
の
解
釈
（
衣
川
賢
次
氏
の
研
究
を
代
表
例
と
し
て
）
は
、
語
の
用
法
と
場
面
の
復
原
に
基
づ
く
語
義
説
明

を
重
視
し
、
可
読
性
と
検
証
可
能
性
の
確
保
を
目
的
と
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
当
該
句
を
直
ち
に
修
行
上
の

教
理
と
し
て
体
系
化
す
る
こ
と
は
相
対
的
に
抑
制
さ
れ
る
。

（
3
）
原
文
：
コ
モ
ノ
カ
ム
リ
タ
ル
笠
不
審
カ
候
ヨ
、
ソ
レ
天
蓋
ト
モ
申
ナ
リ

 

「
天
蓋
」
と
は
、
仏
教
儀
礼
に
お
い
て
仏
像
あ
る
い
は
導
師
（
説
法
者
）
の
上
方
に
懸
け
、
笠
状
に
設
え
ら
れ
る
荘
厳
具

を
い
う
。

本
句
は
、
外
見
上
「
不
審
」
と
さ
れ
る
笠
を
、
虚
無
僧
を
標
示
す
る
深
編
笠
、
す
な
わ
ち
「
天
蓋
」
と
し
て
明
確
に
位

置
づ
け
る
叙
述
で
あ
る
。
花
田
伸
久
は
虚
無
僧
の
天
蓋
を
論
ず
る
な
か
で
、
関
連
す
る
叙
述
が
そ
れ
を
円
筒
形
と
し
て
描
写

し
、
天
蓋
に
よ
っ
て
面
部
を
覆
い
隠
す
点
を
指
摘
し
て
い
る
。39

こ
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
本
句
は
ま
ず
「
不
審
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
外
部
者
の
直
観
的
違
和
を
提
示
し
、
つ
い
で
答

語
に
お
い
て
そ
れ
を
「
天
蓋
」
と
正
名
す
る
。
す
な
わ
ち
、
遮
面
ゆ
え
に
疑
惑
を
招
き
う
る
器
物
を
、
宗
門
の
標
識
へ
と
転

換
す
る
叙
述
技
法
が
、
こ
こ
に
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

39　

花
田
伸
久
「
虚
無
僧
の
天
蓋
」『
哲
學
年
報
』
56
（
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
九
六
年
三
月
）
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（
4
）
原
文
：
肩
カ
ツ
キ
タ
ル
布
ニ
フ
シ
ン
ガ
候
ヨ
、
神
ノ
前
テ
ノ
御
斗
帳
、
佛
ノ
前
テ
ノ
鐘
ノ
緒
、
虹
蟠
ト
モ
申
ナ
リ

１
．
肩
カ
ツ
キ
タ
ル
布

こ
こ
で
い
う
「
肩
に
掛
け
た
る
布
」
と
は
、
頸
部
か
ら
懸
け
て
胸
前
に
垂
ら
す
、
あ
る
い
は
肩
に
斜
め
掛
け
す
る
小
型

の
袈
裟
類
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
た
と
え
ば
掛
絡
は
、
禅
宗
僧
（
浄
土
系
な
ど
に
も
用
例
が
あ
る
）
が
用
い
る
方
形
の
略
式

袈
裟
で
、
両
肩
を
通
し
て
胸
間
に
掛
け
て
用
い
る
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。40

ま
た
、
絡
子
は
禅
僧
が
平
素
に
用
い
る
小

略
袈
裟
で
あ
り
、
掛
絡
と
同
義
に
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
句
に
い
う
「
布
」
は
、
単
な
る
襟
巻
き
状
の
布
片
で
は
な
く
、
宗
門
の
叙
述
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ

た
法
衣
の
一
部
と
し
て
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

２
．
神
ノ
前
テ
ノ
御
斗
帳

御
斗
帳
と
は
、
神
龕
（
御
神
体
）
前
に
懸
垂
す
る
小
帳
を
指
し
、
転
じ
て
身
体
前
面
を
覆
い
隠
す
布
状
の
垂
れ
を
い
う
場

合
も
あ
る
。41

本
句
は
、
肩
に
掛
け
た
布
帯
を
神
前
の
御
斗
帳
に
比
附
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
神
前
儀
礼
空
間
に
属
す
る
帷

帳
と
し
て
位
置
づ
け
、
世
俗
的
な
布
片
を
聖
な
る
用
具
へ
と
読
み
替
え
る
叙
述
を
示
し
て
い
る
。

40　

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』「
絡
子
」
項
（
東
京
：
小
学
館
、
二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
六
年
）。

41　

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
第
三
巻
（
東
京
：
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
）。
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３
．
佛
ノ
前
テ
ノ
鐘
ノ
緒

よ
り
一
般
的
な
表
記
は
「
鉦
の
緒
」
で
あ
り
、
鉦
に
結
び
付
け
て
打
ち
鳴
ら
す
た
め
の
綱
・
紐
を
指
す
。42

本
句
の
趣
旨

は
、
肩
に
掛
け
た
布
が
、
仏
前
で
鉦
を
鳴
ら
す
緒
と
同
様
に
、
礼
拝
の
所
作
と
宗
教
的
な
音
声
と
を
媒
介
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
象
徴
的
把
握
に
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
同
一
の
物
品
が
「
神
前
の
帷
帳
（
御
斗
帳
）」
で
あ
る
と
同
時
に
「
仏
前
の
鉦
の
緒
」
で
あ
る
と

さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
一
般
的
に
み
ら
れ
る
神
仏
習
合
的
修
辞
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ43

、

二
つ
の
聖
な
る
語
彙
体
系
を
併
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
器
物
を
重
層
的
に
正
名
す
る
叙
述
戦
略
が
示
さ
れ
て
い
る
。

４
．
虹
蟠

日
本
語
語
彙
に
お
い
て
、「
虹
蟠
」
と
い
う
語
は
必
ず
し
も
一
般
的
な
語
と
し
て
確
認
し
難
い
。「
蟠
る
」
は
本
来
、
輪

状
に
曲
が
っ
て
巻
く
、
す
な
わ
ち
と
ぐ
ろ
を
巻
く
意
を
含
む
。
以
上
を
踏
ま
え
、
前
掲
の
「
鐘
ノ
緒
」
の
語
義
・
用
法
を
参

照
す
る
な
ら
ば
、「
虹
蟠
」
は
「
紅
幡
」
の
義
で
あ
り
、
儀
礼
的
性
格
を
帯
び
て
垂
下
す
る
布
条
ま
た
は
幡
旗
の
類
を
指
す

比
喩
的
表
現
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

さ
ら
に
漢
籍
注
釈
で
は
、
虹
を
「
蟠
蝀
」
と
す
る
説
明
が
見
え
る
。

42　

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
第
三
巻
（
東
京
：
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
）。

43　

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
―
一
九
九
七
年
。
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虹
，
螮
蝀
也
。
陰
陽
交
接
之
氣
著
於
形
色
者
也
。44

（
日
訳
）

虹
と
は
、
い
わ
ゆ
る
螮
蝀
で
あ
る
。
こ
れ
は
陰
陽
が
交
接
す
る
気
が
、
形
や
色
と
し
て
可
視
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
）
原
文
：
セ
ヲ
フ
タ
二
枚
ノ
御
座
ニ
フ
シ
ン
カ
候
ヨ
、
サ
ン
候
、
地
水
火
風
空
ノ
義
ナ
リ
、
下
一
面
目
ハ
三
無
不
可
得
ノ
シ
メ

カ
ク
シ
ノ
ギ
ナ
リ

（
現
代
語
訳
）

背
負
う
二
枚
の
御
座
は
不
審
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
義
に
配
当
さ
れ
る
。
ま
た
下
方
の
一
面
目

は
、
「
三
無
不
可
得
」
を
締
め
隠
す
義
を
表
す
と
さ
れ
る
。

１
．
地
水
火
風
空

「
地
水
火
風
空
」
と
は
、
仏
教
（
と
り
わ
け
密
教
）
の
文
脈
に
お
い
て
、
世
界
・
万
物
（
お
よ
び
身
心
）
の
構
成
要
素
を
地

大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
・
空
大
の
五
種
と
し
て
把
握
す
る
説
、
い
わ
ゆ
る
「
五
大
」（
梵
：pañca-m

ahā-bhūta

）
を
指
し
、

44　
（
清
）
陳
寿
祺
撰
・
陳
喬
樅
述
、
馬
昕
・
米
臻
点
校
『
三
家
詩
遺
説
考
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
二
四
年
）
所
収
の
蔡
邕
『
月
令
章

句
』。
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ま
た
密
教
的
に
は
「
五
輪
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。45

２
．
三
無
不
可
得

「
三
無
不
可
得
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
世
心
不
可
得
」
―
―
過
去
・
現
在
・
未
来
の
心
は
い
ず
れ
も
把
捉
し
え
な
い
―

―
と
い
う
趣
旨
を
指
し
、
そ
の
典
拠
は
『
金
剛
経
』
に
求
め
ら
れ
る
。

須
菩
提
！
過
去
心
不
可
得
，
現
在
心
不
可
得
，
未
來
心
不
可
得
。46

す
な
わ
ち
、
心
は
執
取
、
把
捉
し
得
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
本
箇
所
で
は
、
背
負
う
二
枚
の
御
座
（
坐
具
）
に
対

し
、
密
教
的
な
「
五
大
」
と
、
禅
的
な
「
三
世
心
不
可
得
」
と
い
う
、
異
な
る
教
理
的
意
味
づ
け
が
重
ね
て
付
与
さ
れ
て
い

る
。

（
6
）
原
文
：
中
ニ
入
テ
セ
ヲ
フ
タ
袋
ハ
フ
シ
ン
ガ
候
、 
ソ
レ
天
地
ヲ
沙
汰
シ
タ
乾
坤
ト
モ
申
也
。

（
現
代
語
訳
）

中
に
物
を
入
れ
て
背
負
う
袋
は
不
審
に
お
も
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
天
地
を
司
る
も
の
と
し
て
「
乾
坤
」
と
も
称
さ
れ
る
。

45　

中
村
元
『
広
説 

佛
教
語
大
辞
典 

縮
刷
版
』
東
京
：
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
。

46　
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
』（
鳩
摩
羅
什
訳
）、『
大
正
蔵
』
第
八
冊
、748c15–16.
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乾
坤
と
は
す
な
わ
ち
天
地
を
い
う
。
本
句
に
い
う
「
天
地
ヲ
沙
汰
シ
タ
乾
坤
」
中
、「
沙
汰
」
が
物
事
を
処
理
す
る
意
を

も
つ
こ
と
を
踏
ま
え
、「
背
負
う
袋
」
を
天
地
を
取
り
仕
切
る
（
包
摂
す
る
）
か
の
よ
う
に
言
い
立
て
る
誇
張
的
表
現
と
し
て

理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
行
脚
者
が
背
負
う
日
用
品
を
天
地
を
負
う
も
の
と
し
て
解
釈
し
、
世
俗
的
器
物
に
宇
宙
論
的
含

意
を
付
与
す
る
叙
述
で
あ
る
。

な
お
、
普
化
宗
関
係
の
別
史
料
で
あ
る
『
虚
鐸
伝
記
国
字
解
』
に
も
、
乾
坤
に
連
関
す
る
器
物
と
し
て
「
乾
坤
張
」
が

言
及
さ
れ
て
お
り
、
同
系
の
象
徴
化
の
枠
組
み
が
う
か
が
わ
れ
る
。

遠
行
即
服
上
施
手
巾
，
著
腳
胖
草
鞋
。
大
包
袱
以
蔽
副
子
乾
坤
張
。
（
国
字
解
：
是
は
小
板
を
も
っ
て
為
之
。 

一
面
に
は
書
乾
坤

張
の
三
字
、 

一
面
に
は
不
生
不
滅
の
四
字
を
書
し
、 

歩
行
に
こ
れ
を
持
。
）47

（
現
代
語
訳
）

遠
行
に
臨
ん
で
は
、
服
上
に
手
巾
を
施
し
、
脚
絆
を
締
め
て
草
鞋
を
履
く
。
ま
た
、
大
き
な
包
袱
を
も
っ
て
副
子
を
覆
い
、

こ
れ
を
「
乾
坤
張
」
と
称
す
る
。
（
国
字
解
：
こ
れ
は
小
さ
な
板
を
も
っ
て
作
る
。
一
面
に
は
「
乾
坤
張
」
の
三
字
を
書
す
、
他
の
一

面
に
は
「
不
生
不
滅
」
の
四
字
を
書
し
て
、
歩
行
の
際
に
は
こ
れ
を
携
え
る
。
）

「
乾
坤
張
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
、『
虚
鐸
伝
記
国
字
解
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
虚
無
僧
が
死
亡
し
た
の
ち
に
こ
れ
を
碑

47　

山
本
守
秀
『
虛
鐸
傳
記
國
字
解
』、
日
本
音
樂
社
、
一
九
八
一
年
。
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銘
と
し
て
立
て
る
も
の
と
さ
れ
る
。

吾
輩
之
僧
死
則
袱
巾
以
包
尸
，
副
子
以
為
席
。
中
結
以
結
之
，
埋
之
土
中
，
乾
坤
張
以
為
碑
銘
，
虚
鐸
以
為
樂
葬
。48

（
現
代
語
訳
）

わ
れ
ら
の
よ
う
な
僧
が
死
ぬ
と
き
に
は
、
大
風
呂
敷
で
遺
骸
を
包
み
、
中
央
を
結
ん
で
締
め
、
（
ふ
く
す
＝
敷
物
類
を
）
下
に

敷
い
て
埋
葬
す
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
上
に
「
乾
坤
張
」
を
立
て
て
墓
志
銘
の
よ
う
に
し
、
虚
鐸
を
吹
い
て
こ
れ
を
弔
う
の
で

あ
る
。

（
7
）
原
文
：
薦
ノ
持
タ
ル
竹
ニ
フ
シ
ン
カ
候
ヨ
、 

尺
八
者
コ
モ
ノ
重
寶
ヲ
以
テ
、 

四
節
四
穴
ト
表
ス
ル
ナ
リ
、 

裏
一
穴
ハ
一
心
菩

提
明
ト
表
ス
ル
ナ
リ
、 

内
ノ
暗
ハ
閻
魔
法
界
ノ
家
ナ
リ
、 

三
ツ
ノ
節
ハ
三
身
一
體
、 

本
ノ
切
口
ハ
胎
蔵
界
、 

上
ノ
切
ロ
ハ
金
剛
界
、 

上
ノ
圓
キ
歌
口
ハ
心
月
明
ノ
マ
ナ
ヒ
ナ
リ
、 

合
テ
七
百
餘
尊
ナ
リ

（
現
代
語
訳
）

薦
を
背
負
う
者
が
手
に
す
る
そ
の
竹
（
す
な
わ
ち
、
尺
八
）
は
不
審
に
思
わ
れ
る
が
、
尺
八
は
薦
僧
に
と
っ
て
最
も
肝
要
な

宝
物
で
あ
り
、
四
節
四
孔
を
象
徴
す
る
。
背
面
の
一
孔
は
一
心
菩
提
明
を
表
し
、
尺
八
の
内
な
る
幽
暗
は
閻
魔
法
界
の
宅
と
さ

れ
る
。
ま
た
尺
八
の
三
所
の
節
は
三
身
一
体
に
配
当
さ
れ
、
根
元
の
切
口
は
胎
蔵
界
、
上
端
の
切
口
は
金
剛
界
を
象
徴
す
る
。

48　

山
本
守
秀
『
虛
鐸
傳
記
國
字
解
』、
日
本
音
樂
社
、
一
九
八
一
年
。
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さ
ら
に
上
端
の
円
形
の
吹
口
（
歌
口
）
は
、
心
月
明
を
模
倣
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
（
す
な
わ
ち
、
両
部
に
関
わ
る
諸
尊
）
を
合
す

れ
ば
七
百
余
尊
に
及
ぶ
。

１
．
尺
八
の
形
制

本
箇
所
に
い
う
尺
八
は
、
表
に
四
つ
の
指
孔
、
裏
に
一
つ
の
指
孔
を
備
え
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
尺
八
体
系
に
お
い

て
最
も
典
型
的
な
五
孔
制
を
示
す
。

こ
の
孔
制
は
、
後
世
の
普
化
尺
八
に
限
ら
ず
、
よ
り
早
い
中
世
段
階
の
尺
八
、
た
と
え
ば
一
節
切
・
三
節
切
に
も
確
認

さ
れ
る
。49

２
．
三
身
一
体

仏
教
の
教
義
に
お
い
て
「
三
身
」
と
は
、
一
般
に
法
身
・
報
身
（
受
用
身
）・
応
身
（
変
化
身
）
を
指
す
が50

、
こ
れ
ら
は
互

い
に
無
関
係
な
三
尊
の
仏
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
仏
の
「
一
体
」
が
三
様
の
現
れ
（
相
）
な
い
し
作
用
と
し
て
示
さ
れ

る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
密
教
の
要
諦
は
単
に
「
仏
に
三
身
が
あ
る
」
と
い
う
点
に
尽
き
ず
、
む
し
ろ
法
身

（
す
な
わ
ち
大
日
如
来
）
が
直
接
に
説
法
し
う
る
（
法
身
説
法
）
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
説
法
が
三
密
（
身
・
語
・
意
）
を
相
と
し
て

49　

高
桑
い
づ
み
・
野
川
美
穂
子
「
調
査
報
告
・
現
存
す
る
一
節
切
―
―
正
倉
院
と
虚
無
僧
尺
八
の
は
ざ
ま
で
―
―
」『
芸
能
の
科
学
』
33

（
二
〇
〇
六
年
）
四
三
―
七
八
頁
。

50　

中
村
元
編
『
岩
波
仏
教
辞
典 

第
三
版
』（
東
京
：
岩
波
書
店
、
二
〇
二
三
年
）。



151

普化宗成立に関する考察 　（宋力）

展
開
さ
れ
る
点
に
存
す
る
。51

①
「
三
身
」
に
つ
い
て

空
海
は
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、
仏
の
「
三
身
」
を
手
掛
か
り
に
、
顕
教
と
密
教
の
説
法
主
体
・
説
法

形
態
の
差
異
を
対
応
づ
け
て
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
応
化
身
・
受
用
身
・
法
身
の
各
位
相
に
応
じ
て
、
顕
・
密
そ
れ
ぞ

れ
の
教
説
の
あ
り
方
を
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
に
い
う
。

 

夫
佛
有
三
身
，
教
則
二
種
…
…
應
化
開
説
三
乘
，
受
用
説
顯
一
乘
，
法
佛
談
話
內
證
三
密
。52

（
日
訳
）

仏
に
は
三
身
が
あ
り
、
教
は
ま
た
二
種
に
分
か
れ
る
…
…
応
化
身
は
三
乗
を
開
説
し
、
受
用
身
は
一
乗
を
顕
説
し
、
法
仏
は

内
証
の
三
密
を
談
ず
る
。

さ
ら
に
空
海
は
同
段
に
お
い
て
、『
金
剛
頂
経
』
の
説
を
引
き
つ
つ
、「
受
用
身
」
を
他
受
用
身
と
自
性
受
用
仏
（
自
受
用

身
）
と
に
分
け
、
密
教
が
拠
っ
て
立
つ
の
は
、
ま
さ
に
自
性
受
用
仏
が
説
示
す
る
と
こ
ろ
の
「
三
密
門
」
で
あ
る
こ
と
を
明

51　

鈴
木
晋
雄
「
新
義
真
言
教
学
の
〈
強
み
〉
と
〈
弱
み
〉
―
―
「
新
義
教
学
vs
古
義
教
学
」
と
い
う
視
点
か
ら
―
―
」『
現
代
密
教
』
33

（
東
京
：
智
山
伝
法
院
、
二
〇
二
四
年
三
月
三
十
一
日
）
九
五
―
一
一
五
頁
。

52　

空
海
『
辯
顯
密
二
教
論
』、
密
教
文
化
研
究
所
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
編
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化

研
究
所
、
一
九
九
四
年
三
月
。
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確
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
応
化
身
の
三
乗
説
法
、
他
受
用
身
の
顕
大
乗
説
法
に
対
し
て
、
自
性
受
用
仏
は
、
身
・
語
・
意
の

三
密
を
門
と
し
て
内
証
の
法
を
顕
現
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
顕
密
の
説
法
主
体
と
説
法
形
態
の
差
異
が
体
系
的
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。53

初
變
化
身
説
三
乘
教
…
…
次
他
受
用
身
説
顯
大
乘
…
…
次
自
性
受
用
佛
…
各
説
三
密
門
。54

（
日
訳
）

初
め
に
変
化
身
が
三
乗
の
教
を
説
き
、
次
に
他
受
用
身
が
大
乗
を
顕
説
し
、
さ
ら
に
自
性
受
用
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
三
密
門
を
説

く
。

し
た
が
っ
て
、
三
身
は
抽
象
的
な
分
類
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
誰
が
い
か
な
る
法
を
説
く
の
か
と
い
う
説
法
主

体
の
差
異
に
直
結
す
る
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
顕
教
は
主
と
し
て
応
化
身
・
他
受
用
身
の
説
法
を
所
依
と
す
る
の
に
対

し
、
密
教
は
法
身
（
自
性
受
用
）
の
自
受
用
を
重
視
し
、
三
密
に
よ
る
説
法
を
中
核
に
据
え
る
。55

53　

藤
井
淳
「《
顕
》
と
《
密
》」『
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
8
、
二
〇
〇
四
年
、
五
一
―
八
三
頁
（
空
海
『
二
教
論
』
冒
頭
の
顕
密
定
義
＝

説
法
主
体
の
差
異
と
し
て
の
整
理
を
論
ず
る
）。

54　

空
海
『
辯
顯
密
二
教
論
』、
密
教
文
化
研
究
所
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
編
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化

研
究
所
、
一
九
九
四
年
三
月
。

55　

藤
井
淳
「《
顕
》
と
《
密
》」（『
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
8
、
二
〇
〇
四
年
、
五
一
―
八
三
頁
）
は
特
に
、
顕
教
＝
応
化
仏
（
他
受
用

身
・
変
化
身
）
の
説
法
／
密
教
＝
法
身
仏
（
自
性
・
自
受
用
仏
）
の
説
法
、
三
密
門
と
い
う
整
理
を
明
示
し
て
い
る
。
竹
村
牧
男
「
空
海

の
『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
の
解
釈
に
つ
い
て
」（『
東
洋
学
研
究
』
60
、
二
〇
二
三
年
、
一
七
―
三
二
頁
）
は
空
海
が
大
日
経
（
序

分
）
を
ど
う
読
み
、
顕
密
差
異
（
説
法
主
体
・
教
相
）
へ
連
結
す
る
か
を
扱
っ
た
研
究
で
あ
る
。
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②
「
三
身
一
体
」
に
つ
い
て

「
三
身
」
と
「
一
体
」
の
関
係
は
し
ば
し
ば
「
三
身
同
一
身
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
三
身
を
機
能
・
位
相
に

応
じ
て
分
説
し
う
る
一
方
で
、
そ
の
体
性
に
お
い
て
は
互
い
に
離
れ
ず
、
究
極
的
に
は
三
身
が
不
異
で
あ
る
こ
と
を
示
す
概

念
で
あ
る
。

三
身
即
一
身
名
為
密56

（
日
訳
）

法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
つ
が
一
体
で
あ
る
「
三
身
即
一
」
は
、
方
便
（
権
教
）
で
は
説
か
ず
、
隠
し
た
こ
と
を
表
す
密
教

の
教
え
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
尺
八
の
形
態
的
特
徴
（
三
つ
の
竹
節
）
が
、
密
教
の
「
三
身
一
体
」
思
想
と
結
び
付
け
て
解
釈
さ

れ
、
尺
八
の
様
式
そ
の
も
の
に
教
義
的
意
味
を
付
会
す
る
説
明
の
枠
組
み
が
成
立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
当
該
文
献
は
、
器

物
の
形
状
を
教
理
の
表
象
と
し
て
再
符
号
化
す
る
こ
と
で
、
尺
八
を
単
な
る
楽
器
で
は
な
く
、
密
教
的
世
界
観
に
回
収
さ
れ

う
る
宗
教
的
記
号
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

56　

智
顗
撰
・
灌
頂
記
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
巻
第
九
（『
大
正
藏
』
第
三
十
四
冊
、129c15–18

）。
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３
．
本
ノ
切
口
ハ
胎
蔵
界
、 

上
ノ
切
ロ
ハ
金
剛
界

胎
蔵
界
と
金
剛
界
は
、
真
言
密
教
に
お
い
て
両
部
曼
荼
羅
が
示
す
二
つ
の
世
界
（
法
門
）
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
対
と
し
て

並
称
さ
れ
る
。
一
般
に
、
胎
蔵
界
は
『
大
日
経
』
の
体
系
に
、
金
剛
界
は
『
金
剛
頂
経
』
の
体
系
に
そ
れ
ぞ
れ
連
関
づ
け
ら

れ
、
両
者
の
相
補
的
関
係
を
通
じ
て
密
教
世
界
観
の
全
体
構
造
が
構
成
さ
れ
る
。

４
．
合
テ
七
百
餘
尊
ナ
リ

本
文
が
尺
八
の
上
下
両
端
を
そ
れ
ぞ
れ
胎
蔵
界
・
金
剛
界
に
配
当
す
る
こ
と
は
、
尺
八
と
い
う
器
物
を
そ
の
ま
ま
両

部
曼
荼
羅
の
宇
宙
論
的
枠
組
み
へ
包
摂
す
る
操
作
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
胎
蔵
界
／
金
剛
界
と
い
う
二
重
世
界

（「
理
（
慈
悲
）」
と
「
智
（
智
慧
）」
の
相
補
的
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
る
）
を
、
尺
八
の
形
態
要
素
に
貼
り
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
尺
八
を
単
な
る
楽
器
で
は
な
く
、
密
教
的
世
界
観
を
体
現
し
う
る
宗
教
的
記
号
と
し
て
再
定
位
し
て
い
る
の
で
あ

る
。ま

た
「
七
百
余
尊
」
と
い
う
言
い
回
し
は
、
中
世
〜
近
世
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
両
部
諸
尊
の
数
量
叙
述
と
整
合
的
で

あ
る
。
た
と
え
ば
『
太
平
記
』
に
は
、「
胎
蔵
界
七
百
余
尊
・
金
剛
界
五
百
余
尊
」
と
い
っ
た
形
で
、
両
部
の
諸
尊
数
を
具

体
的
に
数
示
す
る
表
現
が
見
え
、
当
該
史
料
に
お
け
る
「
七
百
余
尊
」
も
、
そ
う
し
た
通
念
的
な
数
量
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え

て
構
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
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胎
蔵
界
七
百
余
尊
、
金
剛
界
五
百
余
尊
を
ば
、
入
道
太
政
大
臣
清
盛
公
、
手
ら
書
た
る
尊
容
也
。57

（
8
）
原
文
：
コ
モ
ト
云
フ
ソ
ノ
水
上
ヲ
タ
ツ
ヌ
ル
ニ
古
モ
ナ
ク
、
今
モ
ナ
シ
、
亦
云
、
三
界
ハ
無
法
、
見
モ
ノ
、
マ
、
ニ
、
柳
ハ

緑
、
花
ハ
紅
ト
モ
申
ナ
リ

（
現
代
語
訳
）

薦
（
こ
も
）
と
い
う
、
そ
の
源
を
尋
ね
て
み
る
と
、
昔
も
な
く
今
も
な
い
。
あ
る
い
は
三
界
無
法
と
言
う
。
見
よ
、
柳
は
緑

で
、
花
は
紅
で
あ
る
、
と
も
い
う
こ
と
だ
。

表
面
上
は
「
薦
」
の
来
処
を
問
う
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
実
、
源
を
尋
ね
来
処
を
追
究
す
る
問
い
そ
の
も
の

を
禅
的
な
「
不
可
得
」
の
宗
旨
へ
と
転
化
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
「
薦
」
の
起
源
を
問
い
詰

め
る
営
為
自
体
が
妄
求
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
こ
れ
を
「
三
界
無
法
」
と
い
う
仏
教
的
立
場
に
よ
っ
て
裏
づ
け
た
う
え

で
、
最
終
的
に
は
「
柳
は
緑
、
花
は
紅
」
と
い
う
句
に
よ
っ
て
、
分
別
知
を
離
れ
た
当
下
の
如
実
へ
と
帰
着
さ
せ
る
の
で
あ

る
。「

柳
ハ
緑
、
花
ハ
紅
」
を
引
用
す
る
目
的
は
、「
薦
」
の
由
来
を
説
明
す
る
た
め
で
は
な
く
、
由
来
を
追
う
問
い
そ
の
も

の
を
そ
こ
で
断
ち
切
り
、
眼
前
の
事
実
へ
引
き
戻
す
た
め
に
引
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
三
界
無
法
／
不
可
得
」
の
立
場
を

「
当
下
」
と
し
て
示
し
、
薦
僧
の
起
源
問
題
に
関
す
る
追
究
を
意
図
的
に
回
避
し
よ
う
と
す
る
。

57　

長
谷
川
端
（
校
注
・
訳
）『
太
平
記
（
四
）
巻
第
三
十
一
〜
巻
第
四
十
』
新
編 
日
本
古
典
文
学
全
集
57
、
東
京
：
小
学
館
、
一
九
九
八

年
。
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１
．「
三
界
ハ
無
法
」

「
三
界
無
法
」
は
、
禅
宗
語
録
に
お
い
て
頻
出
す
る
定
型
句
の
一
つ
で
あ
る
。

例
え
ば
、

上
堂
云
：
三
界
無
法
！
霜
天
皎
月
，
何
處
求
心
？
山
高
水
深
，
四
大
本
空
。
不
辨
西
東
，
佛
依
何
住
？58

（
日
訳
）

上
堂
：
「
三
界
に
は
法
が
な
い
。
霜
の
降
り
る
澄
み
切
っ
た
天
空
に
皎
々
た
る
月
が
懸
か
る
と
き
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
心
を

求
め
る
と
い
う
の
か
。
山
は
高
く
水
は
深
い
が
、
地
・
水
・
火
・
風
の
四
大
は
本
来
空
で
あ
る
。
東
西
の
別
さ
え
立
て
が
た
い

な
ら
、
仏
は
い
ず
こ
に
依
り
住
む
と
い
う
の
か
。
」

欲
界
・
色
界
・
無
色
界
と
い
う
「
三
界
」
の
い
ず
れ
に
も
、
固
定
し
た
実
体
と
し
て
の
真
理
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う

仏
教
の
言
説
で
あ
る
。

58　

宋
・
紹
隆
等
編
『
圓
悟
佛
果
禪
師
語
録
』、『
大
正
蔵
』
第
四
十
七
冊
。
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２
．「
柳
ハ
緑
、
花
ハ
紅
」

「
柳
緑
花
紅
」
も
ま
た
、
禅
宗
語
録
に
お
い
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
比
喩
表
現
で
あ
り
、
そ
の
例
と
し
て
は
、『
天
聖

廣
燈
錄
』
巻
三
十
「
真
州
定
山
惟
素
山
主
章
」
に
、

問
：
如
何
是
一
味
法
界
？　

師
云
：
花
紅
柳
綠
。59

『
五
燈
會
元
』
巻
八
「
酒
仙
遇
賢
禪
師
章
」
に
も
確
認
さ
れ
る
。

秋
至
山
寒
水
冷
，
春
來
柳
綠
花
紅
。60

こ
こ
で
言
わ
れ
る
要
点
は
、「
道
」
を
体
得
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
近
き
を
捨
て
て
遠
き
を
求
め
る
必
要
は
な

く
、
む
し
ろ
日
常
の
営
み
そ
の
も
の
が
「
道
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
「
柳
緑
花
紅
」
は
、
単
に

春
の
景
物
が
美
し
い
と
い
う
比
喩
で
は
な
く
、「
道
」
を
外
に
探
し
に
行
く
の
で
は
な
く
、
い
ま
眼
前
の
景
と
、
そ
れ
を
受

け
取
る
自
己
の
「
見
聞
覺
知
」
そ
の
も
の
に
お
い
て
道
が
現
前
す
る
、
と
い
う
禅
的
転
回
を
端
的
に
示
す
表
現
で
あ
ろ
う
。

中
唐
の
馬
祖
道
一
を
中
心
と
す
る
洪
州
禅
で
は
、
覚
り
を
特
別
な
境
地
や
彼
方
の
真
理
と
し
て
措
定
せ
ず
、
む
し
ろ
日
常
の

感
覚
・
認
識
作
用
が
そ
の
ま
ま
本
性
の
発
現
で
あ
り
、
仏
性
の
作
用
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
提
示
し
た
。

59　
『
天
聖
廣
燈
錄
』
巻
三
十
（
卍
續
藏 X

78, N
o.1553, p.574a24

）。

60　

宋
・
普
済
撰
『
五
燈
会
元
』
前
田
慧
雲
・
中
野
達
慧
共
編
、
今
枝
愛
真
編
集
（
東
京
：
琳
琅
閣
書
店
、
一
九
七
一
年
）
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こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
道
元
禅
師
も
ま
た
相
応
の
論
述
を
示
し
て
い
る
。

恁
麼
な
ら
ば
、
山
河
を
み
る
は
仏
性
を
み
る
な
り
、
仏
性
を
み
る
は
驢
腮
馬
觜
を
み
る
な
り
。61

こ
こ
で
い
う
「
道
」
と
は
、
別
に
玄
妙
な
る
境
地
を
他
処
に
求
め
て
到
達
す
べ
き
対
象
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
眼
前

の
諸
相
（
山
河
大
地
・
驢
腮
馬
觜
）
と
い
っ
た
具
体
的
事
物
を
見
る
こ
と
に
現
成
し
て
い
る
。

（
9
）
原
文
：
コ
モ
ト
云
ソ
ノ
水
上
ノ
ナ
カ
リ
セ
ハ
、 

世
ニ
ヲ
チ
人
ノ
家
ハ
ナ
キ
モ
ノ
、 

サ
テ
亦
長
門
ニ
テ
赤
間
カ
關
、 

洛
陽
ニ
テ

相
坂
ノ 

關
、 

奥
州
ニ
テ
白
河
二
所
ノ
關
、 

三
關
今
役
ナ
ク
シ
テ
、 

天
地
同
根
、 

萬
物
一
體
、 

天
地
豊
繞
ノ
コ
モ
ニ
、 

關
モ
役
モ
ナ
シ

（
現
代
語
訳
）

「
コ
モ
」
と
い
う
も
の
の
根
源
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
世
に
落
ち
人
の
住
ま
う
家
は
成
立
し
え
な
い
。
さ
ら
に
、

長
門
に
お
け
る
赤
間
ヶ
関
、
洛
陽
に
お
け
る
逢
坂
関
、
奥
州
に
お
け
る
白
河
の
関
と
い
う
二
所
の
関
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
三
関

は
、
い
ま
や
役
目
を
失
い
、
天
地
同
根
・
万
物
一
体
の
理
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
天
地
を
豊
か
に
繞
る
コ
モ
の
も
と
に
は
、

関
も
役
に
立
た
な
い
と
さ
れ
る
。

61　

道
元
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
：
大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
上
巻
（
東
京
：
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
）
一
六
―
一
七
頁
。
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１
．「
三
関
」
に
つ
い
て

赤
間
ヶ
関
は
古
称
の
一
つ
で
、
山
口
県
下
関
周
辺
（
関
門
海
峡
域
）
に
相
当
す
る
。
逢
坂
（
相
坂
）
関
は
、
京
都
と
近
江
を

結
ぶ
交
通
の
要
衝
に
設
け
ら
れ
た
関
隘
で
あ
り
、
古
代
に
お
け
る
畿
内
防
衛
の
中
核
的
関
所
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
ま
た
白
河
関
は
、
陸
奥
（
奥
州
）
方
面
へ
通
ず
る
要
路
を
押
さ
え
る
関
と
し
て
知
ら
れ
る
。62

当
該
箇
所
で
は
、「
長
門
の
赤
間
ヶ
関
」「
洛
陽63

の
逢
坂
関
」「
奥
州
の
白
河
（
の
二
所
の
関
）」
と
い
う
「
三
関
」
が
、
す

で
に
役
な
く
し
て
と
さ
れ
る
点
を
導
入
と
し
て
、「
コ
モ
」
な
る
も
の
（
な
い
し
そ
の
担
い
手
の
集
団
）
も
ま
た
関
も
役
な
し
と

語
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
軍
事
的
・
交
通
統
制
上
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
関
所
が
機
能
喪
失
に
至
っ
た
の
と
同
様

に
、
自
己
の
側
も
ま
た
既
存
の
秩
序
の
う
ち
で
定
め
ら
れ
た
役
用
を
失
っ
た
存
在
で
あ
る
。

「
ヲ
チ
人
」
は
古
表
記
の
「
オ
チ
人
」
に
相
当
し
、
通
常
は
漢
字
で
「
落
人
」
ま
た
は
「
落
ち
人
」
と
記
さ
れ
る
。
一
般

に
、
戦
に
敗
れ
て
人
目
を
避
け
つ
つ
逃
亡
し
、
潜
伏
す
る
者
を
指
す
語
で
あ
る
。64

（
10
）
原
文
：
コ
モ
ノ
棒
ニ
フ
シ
ン
カ
ソ
ロ
ソ
、 

ギ
、
ス
レ
ハ
白
雲
萬
里

（
現
代
語
訳
）

薦
僧
が
手
に
し
て
い
る
そ
の
棒
が
不
審
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
疑
問
を
持
っ
て
、
「
白
雲
万
里
」
を
離
れ
る
と
い
う
の
で
あ

62　

小
学
館
編
『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』
改
訂
版
（
東
京
：
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）。

63　

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』（
京
都
を
中
国
の
洛
陽
に
な
ぞ
ら
え
て
の
呼
称
）（
東
京
：
小
学
館
、

二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
六
年
）。

64　

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』（
東
京
：
小
学
館
、
二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
六
年
）。
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る
。

こ
こ
で
い
う
「
棒
」
は
、
一
般
に
行
脚
者
が
携
行
す
る
拄
杖
と
理
解
し
う
る
。
こ
れ
は
前
段
に
お
け
る
「
天
蓋
」「
掛

絡
」「
乾
坤
の
袋
」「
定
袋
」
等
と
同
様
に
、
外
在
的
な
器
物
が
仏
教
的
法
義
の
象
徴
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
る
連
鎖
の
一
環
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

「
白
雲
万
里
」
と
い
う
語
は
、
仏
法
の
真
諦
が
言
語
表
現
に
よ
っ
て
尽
く
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
積
極
的

に
説
明
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
も
な
い
、
と
い
う
不
可
説
・
不
説
の
含
意
を
示
す
表
現
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

例
え
ば
、

師
云
：
若
論
第
一
義
，
西
天
二
十
八
祖
唐
土
六
祖
，
立
在
下
風
。
一
大
藏
教
白
雲
萬
里
。65

（
日
訳
）

師
曰
く
、
「
仏
法
の
究
極
を
論
じ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
西
天
二
十
八
祖
お
よ
び
中
土
六
祖
と
い
え
ど
も
知
ら
な
か
っ
た
。

ま
し
て
、
大
蔵
教
に
も
書
か
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
」 

本
史
料
は
問
答
体
を
枠
組
み
と
し
て
、「
不
審
」
と
し
て
提
示
さ
れ
る
薦
僧
の
装
束
・
携
行
具
・
行
動
を
、
回
答
側
が
逐

一
「
〜
と
も
申
な
り
」「
〜
の
義
な
り
」
と
正
名
し
、
仏
教
語
彙
に
よ
っ
て
象
徴
化
す
る
構
造
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
薦
僧

65　
《
法
演
禪
師
語
錄
》
巻
一
『
大
正
蔵
』
第
四
七
冊
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の
外
形
と
実
践
を
、
密
教
（
五
大
・
両
界
・
三
身
等
）
と
禅
語
（
不
可
得
・
三
界
無
法
・
柳
緑
花
紅
等
）
の
双
方
を
交
差
さ
せ
て
再

解
釈
し
、
そ
の
世
俗
的
流
転
と
行
脚
を
、
宗
門
的
に
承
認
可
能
な
法
義
体
系
へ
転
写
す
る
点
に
、
本
史
料
の
核
心
的
機
能
が

認
め
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
、
端
書
に
お
け
る
祖
師
・
寺
院
へ
の
接
続
（
法
燈
国
師
帰
朝
・
四
居
士
・
紀
伊
由
良
）
と
、
本
文
に
お
け
る
普
化
の

句
の
援
用
（
暗
頭
来
・
明
頭
来
）
は
、
周
縁
的
集
団
を
禅
門
の
系
譜
へ
接
合
す
る
「
前
提
設
定
」
と
し
て
働
く
。
他
方
、
笠
を

天
蓋
、
肩
掛
け
を
神
仏
具
、
背
負
い
具
を
天
地
・
五
大
、
尺
八
を
両
界
・
諸
尊
・
三
身
へ
と
配
当
す
る
叙
述
は
、
外
見
上
は

乞
食
・
放
浪
と
隣
接
し
う
る
実
態
を
、
宗
教
的
象
徴
へ
と
反
転
さ
せ
る
装
置
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
、
本
史
料
は
史
実
叙
述

と
い
う
よ
り
も
、
薦
僧
／
暮
露
の
存
在
を
宗
教
的
合
法
性
を
帯
び
た
自
己
説
明
に
組
み
替
え
る
規
範
的
言
説
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
。

（
11
）
原
文
：
薦
僧
開
山
普
化
和
尚
末
派
十
六
派
ア
リ
、
ワ
カ
サ
リ
門
派
、
筑
紫
ニ
イ
ヌ
ヤ
ロ
ウ
門
派
、
北
國
ノ
キ
ハ
門
派
、
中
國

ニ
ノ
キ
ハ
門
派
、 

伊
勢
ニ
サ
カ
ハ
ヤ
シ
門
派
、
五
畿
内
ヤ
ワ
タ
ノ
キ
ハ
門
派
、
武
蔵
ニ
カ
丶
リ
門
派
、
美
濃
ニ
若
衆
門
派
、
上
州

ニ
サ
ラ
ハ
門
派
、 

中
武
蔵
ニ
ヨ
リ
タ
ケ
門
派
、
下
總
ニ
キ
ン
ゼ
ン
門
派
、
下
野
ニ
コ
キ
ク
ハ
門
派
、
奥
州
ニ
タ
ン
シ
ャ
ク
ヨ
ロ
コ

ヒ
門
派
、
常
陸
ニ
ウ
メ
ジ
門
派
、
奥
州
ニ
タ
ン
シ
ヤ
ク
派
ヨ
、
北
國
ニ
カ
ン
タ
ン
キ
ノ
ハ
門
派
、
リ
ワ
カ
ル
派
ア
リ
、

普
化
宗
十
六
派
に
関
す
る
叙
述
と
し
て
は
、
本
史
料
が
現
段
階
で
最
も
早
い
記
録
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
史
料
に
よ

れ
ば
、
薦
僧
の
修
行
集
団
は
十
六
の
門
派
に
分
か
れ
、
い
ず
れ
も
普
化
和
尚
を
開
山
祖
師
と
し
て
奉
じ
る
点
が
明
示
さ
れ
て

い
る
。
分
布
に
関
し
て
は
、
四
国
を
除
く
全
国
各
地
に
門
派
の
所
在
が
掲
げ
ら
れ
、
と
り
わ
け
関
東
が
最
も
集
中
す
る
地
域

と
し
て
描
か
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
十
六
派
中
六
派
が
関
東
に
配
当
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
の
門
派
は
近
世
後
期
に
至
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る
ま
で
存
続
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

な
お
、
十
六
派
の
派
名
と
お
お
よ
そ
の
分
布
地
域
を
記
す
史
料
と
し
て
は
、『
一
閑
先
生
尺
八
筆
記
』
も
挙
げ
ら
れ
る
。

宮
地
一
閑
は
江
戸
時
代
中
期
の
尺
八
演
奏
者
で
あ
り
、
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
。
通
称
は
宇
右
衛
門
と
い
う
。
尺
八
三
大

流
派
の
一
つ
で
あ
る
琴
古
流
の
開
祖
黒
沢
琴
古
（
一
七
一
〇
―
一
七
七
一
）
の
門
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
の
ち
に
独
立
し
て

「
一
閑
流
」
を
立
て
、
そ
の
祖
と
な
っ
た
。66

そ
の
記
載
に
よ
り
存
続
派
の
把
握
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
抄
写
過
程
に
お
け
る
誤
写
・
誤
字
や
用
字
の
不
統
一
等

の
要
因
に
よ
り
、
両
史
料
が
列
挙
す
る
派
名
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
点
に
留
意
を
要
す
る
。

古
十
六
派
と
云
う
は

靳
詮　

即
ち
今
の
金
先
派
、
火
下　

今
の
活
惣
派
、

宗
和　

今
の
根
笹
派
、
根
笹
派
伝
統
の
書
に
は
司
祖
派
と
申
す
由
な
り
、

寄
竹　

梅
士　

小
菊　

夏
潭　

後
短
尺
派
と
号
し
今
不
智
派
と
云
う
、

右
七
派
相
続
す
。

芝
隣　

酒
林
と
も
、
義
文　

大
桜
と
も
、
隠
巴
、

司
祖　

雄
南　

野
ノ
派　

短
尺　

多
門
義
と
も
、

66　

上
田
正
昭
・
西
澤
潤
一
・
平
山
郁
夫
・
三
浦
朱
門
（
監
修
）『
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
。
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兒
派　

野
木
、

右
九
派
断
絶
す
。67

両
史
料
の
派
名
は
、
表
記
体
系
が
異
な
る
（
A
＝
『
暮
露
虚
無
僧
本
則
』
＝
仮
名
中
心
、
B
＝
『
一
閑
先
生
尺
八
筆
記
』
＝
漢
字
中

心
）
た
め
、
対
応
関
係
は
音
韻
的
近
似
と
意
味
的
近
似
に
よ
っ
て
推
定
す
る
ほ
か
な
い
。
以
下
、
対
応
の
蓋
然
性
が
高
い
も

の
か
ら
挙
げ
る
。

１
．
対
応
が
高
確
度
の
も
の

1
）
キ
ン
ゼ
ン
門
派
（
A
） 

↕ 

靳
詮
（
B
）
＝
金
先
派

仮
名
「
キ
ン
ゼ
ン
」
と
漢
字
「
靳
詮
／
金
先
」
は
音
が
近
く
、
B
が
今
の
「
金
先
派
」
と
明
記
す
る
点
も
含
め
、
同
一

系
統
と
見
て
よ
い
。

2
）
ヨ
リ
タ
ケ
門
派
（
A
） 

↕ 

寄
竹
（
B
）

67　

写
本
『
一
閑
先
生
尺
八
筆
記
』
／
一
閑 

［
撰
］ 

;
山
本
万
年 

校
（
早
稲
田
大
学
蔵
書
）(adress: w

w
w

.w
ul.w

aseda.ac.jp/
kotenseki/htm

l/chi11/chi11_04064/index.htm
l)



164

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

音
形
一
致
。

3
）
ウ
メ
ジ
門
派
（
A
） 

↕ 

梅
士
（
B
）

音
形
一
致
。

4
）
サ
カ
ハ
ヤ
シ
門
派
（
A
） 

↕ 

芝
隣
（
B
）
＝
酒
林

B
が
「
酒
林
と
も
」
と
異
称
を
明
示
し
て
お
り
、
A
の
「
サ
カ
ハ
ヤ
シ
」
と
一
致
す
る
。

5
）
タ
ン
シ
ャ
ク
…
（
A
の
二
項
） 
↕ 
短
尺
（
B
）

A
に
は
奥
州
で
「
タ
ン
シ
ャ
ク
」
系
が
二
重
に
現
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
短
尺
系
名
称
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
は
B
の

「
短
尺
」
と
対
応
す
る
。

以
上
、
年
代
を
異
に
す
る
二
つ
の
史
料
を
対
照
す
る
と
、『
暮
露
虚
無
僧
本
則
』
に
列
挙
さ
れ
た
普
化
宗
諸
派
は
、
そ
の

後
の
歴
史
的
推
移
の
な
か
で
一
部
が
消
滅
し
、
他
方
で
一
定
の
派
は
存
続
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
他
方
で
、
同
史
料
を

も
っ
て
直
ち
に
普
化
宗
の
実
体
的
成
立
を
断
定
す
る
こ
と
に
は
慎
重
さ
も
要
す
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
「
普
化
和
尚
」
を

開
山
と
す
る
門
派
秩
序
を
明
示
し
、
宗
門
的
自
己
規
定
（
由
緒
・
系
譜
・
分
派
枠
組
み
）
を
可
視
化
し
た
点
に
お
い
て
、『
暮
露

虚
無
僧
本
則
』
を
普
化
宗
の
成
立
と
そ
の
後
の
展
開
を
画
す
る
一
つ
の
画
期
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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（
四
）
結
語

本
稿
は
、
尺
八
托
鉢
者
集
団
が
い
か
な
る
契
機
と
制
度
的
条
件
の
も
と
で
「
普
化
宗
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
宗
教
団

体
と
し
て
自
己
規
定
を
確
立
し
え
た
の
か
、
と
い
う
問
い
を
起
点
に
、
実
態
を
う
か
が
い
う
る
史
料
と
し
て
「
高
野
山
文

書
」
所
収
の
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
を
取
り
上
げ
、
逐
次
読
解
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、
同
史

料
が
「
薦
僧
」
の
装
束
・
携
行
具
・
所
作
を
め
ぐ
る
問
答
体
を
骨
格
と
し
、
外
形
的
に
は
乞
食
・
放
浪
と
隣
接
し
う
る
実
態

を
、
密
教
語
彙
（
五
大
・
両
界
・
三
身
等
）
と
禅
語
（
不
可
得
・
三
界
無
法
・
柳
緑
花
紅
等
）
を
交
差
さ
せ
て
象
徴
化
し
、
宗
門
的

に
承
認
可
能
な
法
義
体
系
へ
と
転
写
す
る
「
自
己
説
明
／
規
範
化
」
の
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
二
に
、
端
書
が
法
燈
国
師
帰
朝
・
四
居
士
・
紀
伊
由
良
と
い
っ
た
要
素
に
よ
っ
て
周
縁
的
集
団
を
祖
師
・
寺
院
の
系

譜
へ
接
続
し
、
さ
ら
に
本
文
冒
頭
で
普
化
の
句
（
暗
頭
来
・
明
頭
来
）
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
薦
僧
の
由
緒
と
修
行
を
禅

門
内
部
の
言
説
へ
接
合
す
る
「
前
提
設
定
」
を
与
え
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
歴
史
的
事
実
の
叙
述
と
い
う

よ
り
も
、
当
該
集
団
が
外
部
（
寺
院
社
会
・
領
主
権
力
・
世
俗
社
会
）
に
対
し
て
自
己
の
宗
教
的
正
統
性
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の

語
り
口
と
記
号
体
系
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
同
史
料
の
外
題
が
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
で
あ
る
一
方
、
本
文
の
主
要
呼
称
が
「
薦
僧
」
で
「
虚
無
僧
」
語

が
見
え
な
い
と
い
う
呼
称
の
揺
れ
は
、
近
世
初
期
に
お
け
る
命
名
と
内
部
呼
称
の
位
相
差
を
示
唆
し
、
史
料
利
用
に
際
し
て

は
こ
の
層
位
を
峻
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
、
末
尾
の
「
十
六
派
」
列
挙
は
、
普
化
和
尚
を
開
山
と
す
る
末
派
の
存
在

を
明
示
し
、
の
ち
に
確
立
し
て
い
く
宗
門
的
枠
組
み
の
早
期
形
態
を
示
す
手
が
か
り
と
な
る
。

以
上
に
よ
り
、「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
は
、
普
化
宗
成
立
の
起
源
事
実
を
直
接
に
語
る
史
料
と
い
う
よ
り
、
薦
僧
／
暮
露



166

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

の
実
践
を
、
仏
教
的
象
徴
と
祖
師
系
譜
へ
組
み
替
え
る
こ
と
で
宗
教
的
合
法
性
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
規
範
的
言
説
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
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記
國
字
解
』
東
京
：
日
本
音
楽
社
、
一
九
八
一
年
。

長
谷
川
端
（
校
注
・
訳
）『
太
平
記
（
四
）』
東
京
：
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
（
編
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
八
巻
（
所
収
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』N

o.235

）
東
京
：
大
蔵
出

版
、
一
九
二
四
―
一
九
三
四
年
。

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
（
編
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
四
巻
（
所
収 

智
顗
撰
・
灌
頂
記
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』

N
o.1718

）
東
京
：
大
蔵
出
版
、
一
九
二
四
―
一
九
三
四
年
。

（
宋
）
普
済
（
撰
）『
五
燈
会
元
』
前
田
慧
雲
・
中
野
達
慧
（
共
編
）
／
今
枝
愛
真
（
編
集
）
京
都
：
琳
琅
閣
、
一
九
七
一
年
。

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
（
編
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
十
七
巻
（
所
収
（
宋
）
紹
隆
等
編
『
圓
悟
佛
果
禪
師
語
録
』

N
o.1997

）
東
京
：
大
蔵
出
版
、
一
九
二
四
―
一
九
三
四
年
（
再
版
：
一
九
六
八
年
）。

《
法
演
禪
師
語
錄
》
巻
一
（C

B
ETA

 2025.R3,T47,no.1995

）。

（
清
）
陳
寿
祺
（
撰
）・
陳
喬
樅
（
述
）
／
馬
昕
・
米
臻
（
点
校
）『
三
家
詩
遺
説
考
』
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
二
四
年
。
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『
一
閑
先
生
尺
八
筆
記
』
一
閑
（
撰
）
／
山
本
万
年
（
校
）〔
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
〕。

【
研
究
文
献
】

井
出
幸
男
「
中
世
尺
八
追
考
―
―
伝
後
醍
醐
天
皇
御
賜
の
尺
八
を
中
心
に
―
―
」『
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
（
人
文
科
学

編
）』
41
、
一
九
九
二
年
。

保
坂
裕
興
「
十
七
世
紀
に
お
け
る
虚
無
僧
の
生
成
―
―
ぼ
ろ
ぼ
ろ
・
薦
僧
と
の
異
同
と
「
乞
う
」
行
為
の
あ
り
方
―
―
」

塚
田
孝
・
吉
田
伸
之
・
脇
田
修
（
編
）『
身
分
的
周
縁
』
京
都
：
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九
四
年
。

保
坂
裕
興
「
虚
無
僧
―
―
普
化
宗
は
ど
の
よ
う
に
解
体
し
た
か
―
―
」
高
埜
利
彦
（
編
）『
民
間
に
生
き
る
宗
教
者
』（
シ

リ
ー
ズ
近
世
の
身
分
的
周
縁
1
）
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

石
井
良
助
（
編
）『
江
戸
町
方
の
制
度
』
増
補
新
訂
、
東
京
：
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
五
年
。

岡
田
冨
士
雄
『
虚
無
僧
の
謎
―
―
吹
禅
の
心
』
秋
田
：
秋
田
文
化
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。
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花
田
伸
久
「
虚
無
僧
の
天
蓋
」『
哲
學
年
報
』
55
、
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
九
六
年
。

花
田
伸
久
「
虚
無
僧
の
天
蓋
（
二
）」『
哲
學
年
報
』
56
、
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
九
七
年
。

泉
武
夫
『
竹
を
吹
く
人
々
―
―
描
か
れ
た
尺
八
奏
者
の
歴
史
と
系
譜
』
仙
台
：
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
三
月
。

高
桑
い
づ
み
・
野
川
美
穂
子
「
調
査
報
告
・
現
存
す
る
一
節
切
―
―
正
倉
院
と
虚
無
僧
尺
八
の
は
ざ
ま
で
―
―
」『
芸
能

の
科
学
』
33
、
二
〇
〇
六
年
。

衣
川
賢
次
『
臨
済
録
訳
注
』
東
京
：
大
法
輪
閣
、
二
〇
二
三
年
。

鈴
木
晋
雄
「
新
義
真
言
教
学
の
〈
強
み
〉
と
〈
弱
み
〉
―
―
「
新
義
教
学
vs
古
義
教
学
」
と
い
う
視
点
か
ら
―
―
」『
現

代
密
教
』
33
、
智
山
伝
法
院
、
二
〇
二
四
年
。

大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
東
京
：
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
。

藤
井
淳
「《
顕
》
と
《
密
》」『
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
8
、
二
〇
〇
四
年
。

竹
村
牧
男
「
空
海
の
『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
の
解
釈
に
つ
い
て
」『
東
洋
学
研
究
』
60
、
二
〇
二
三
年
。
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柳
田
聖
山
（
編
）『
臨
済
録
抄
書
集
成
』
上
冊
・
下
冊
（『
禅
学
叢
書
唐
代
資
料
編
』
一
〇
）
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇

年
。

【
辞
典
・
参
考
資
料
】

小
学
館
（
編
）『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』
改
訂
版
（
全
二
十
五
巻
）
東
京
：
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
（
編
）『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
―
一
九
九
七
年
。

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
（
編
）『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
全
三
巻
、
東
京
：
小
学
館
、
二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
六

年
。小

学
館
（
編
）『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
小
学
館
。

ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
小
項
目
事
典
編
集
部
（
編
）『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典 

小
項
目
事
典
』
東
京
：
ブ

リ
タ
ニ
カ
・
ジ
ャ
パ
ン
。

小
山
靖
憲
「
高
野
山
文
書
」
平
凡
社
（
編
）『
改
訂
新
版 
世
界
大
百
科
事
典
』
東
京
：
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
。

「
三
十
二
番
職
人
歌
合
」
平
凡
社
（
編
）『
改
訂
新
版 

世
界
大
百
科
事
典
』
東
京
：
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
。

平
凡
社
（
編
）『
改
訂
新
版 

世
界
大
百
科
事
典
』
東
京
：
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
。

駒
沢
大
学
内
禅
学
大
辞
典
編
纂
所
（
編
）『
禪
學
大
辭
典
（
新
版
）』
東
京
：
大
修
館
書
店
、
一
九
八
五
年
。

中
村
元
（
編
）『
岩
波
仏
教
辞
典 

第
三
版
』
東
京
：
岩
波
書
店
、
二
〇
二
三
年
。
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中
村
元
『
広
説 

仏
教
語
大
辞
典
（
縮
刷
版
）』
東
京
：
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
。

上
田
正
昭
・
西
澤
潤
一
・
平
山
郁
夫
・
三
浦
朱
門
（
監
修
）『
日
本
人
名
大
辞
典
』
東
京
：
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
。

【
電
子
資
料
】

CBET
A

（
中
華
電
子
佛
典
協
会
）『CBET

A

電
子
仏
典
集
成
』2025.R3

早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
所
収
『
一
閑
先
生
尺
八
筆
記
』）。

国
立
国
会
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
虚
無
僧
に
つ
い
て
知
り
た
い
。」（
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
作
成
、

二
〇
一
四
年
）。


